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ク
ア
施
設
さ
ん
ゆ
〜
館
は
、
十

月
二
十
七
日
か
ら
お
風
呂
ゾ
ー
ン

主
浴
槽
で
新
温
泉
「
三
原
温
泉
２

号
泉
」
の
入
湯
を
始
め
、
利
用
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

同
２
号
泉
は
、
泉
温
三
二
・
七

度
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
塩
温

泉
（
重
曹
泉
）。
少
し
茶
褐
色
で

ぬ
め
り
感
が
あ
り
、
美
人
の
湯
と

称
さ
れ
て
い
る
泉
質
で
す
。
神
経

痛
や
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
五
十
肩
、

冷
え
性
、
疲
労
回
復
な
ど
に
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
会
員
の
佐
藤
辰
児
さ
ん（
市
）

は
、「
お
湯
に
ぬ
め
り
感
が
あ
り

良
く
な
っ
た
。
風
呂
か
ら
上
が
っ

た
ら
、
お
肌
が
つ
る
つ
る
し
て
い

る
」と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
午
前
十
時
か
ら
午

後
十
時
ま
で
の
営
業
で
、
第
二
・

第
四
火
曜
日
の
み
休
館
日
で
す
。

入
浴
料
は
大
人
六
百
円
（
年
会

員
三
万
円
）、
老
人
五
百
円
（
同

二
万
五
千
円
）、
子
ど
も
三
百
円

（
同
一
万
五
千
円
）。
詳
し
く
は
、

同
館
（
☎
43
・
３
９
３
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市政ひろば

3

市
政
ひ
ろ
ば

新
温
泉
で
お
肌
つ
〜
る
つ
る

ク
ア
施
設
・
さ
ん
ゆ
〜
館
で
第
２
号
泉
利
用

車
整
備
士
）、
近
藤　

守
ま
も
る

（
榎
列
、

理
容
師
）、
野
上　

諭
さ
と
し

（
市
、
表

具
内
装
）、
神か

ん
だ
じ
ゅ
ん
じ

田
淳
治
（
榎
列
、

表
具
内
装
）、
田た

な
べ邉　

博
ひ
ろ
し

（
松
帆
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
）、喜き

だ

け

ん

じ

田
健
二
（
市
、

電
気
工
事
士
）、
白し

ら
つ
ち土　

明
あ
き
ら

（
市
、

電
気
工
事
士
）、
山
口
敬け

い
じ
ろ
う

二
郎
（
福

良
、
配
管
技
能
士
）、
伊
藤
昇し

ょ
う
え
い榮

（
神
代
、
畳
職
）、
天あ

も
う
か
ず
み

羽
一
水
（
市
、

美
容
師
）、
興お

き
つ
み
ち
お

津
逵
夫
（
阿
万
、

瓦
製
造
）、
正
木
芳よ

し
ひ
ろ廣

（
松
帆
、

配
管
技
能
士
）、宮
崎
正ま

さ
ろ
う郎（

福
良
、

大
工
）、榎
本　

勝
ま
さ
る（

神
代
、左
官
）、

鴻こ
う
は
ら
ま
さ
ゆ
き

原
正
幸
（
阿
那
賀
、
瓦
製
造
）

技
能
功
労
者
を
表
彰

▲新温泉に浸かる利用者（さんゆ～館）
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先
般
、
淡
路
島
市
町
長
会
で

は
、
井
戸
県
知
事
に
県
政
へ
の
要

望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全

体
と
し
て
は
、
①
神
戸
淡
路
鳴
門

自
動
車
道
の
通
行
料
金
の
大
幅
引

下
げ
、
架
橋
部
の
無
料
化
、
②
不

採
算
バ
ス
路
線
の
維
持
、
③
生
活

排
水
処
理
事
業
の
財
政
支
援
な
ど

で
す
。
特
に
南
あ
わ
じ
市
と
し
て

は
、①
道
路
・
交
通
網
の
整
備
（
渋

滞
緩
和
、
二
車
線
化
、
新
設
等
合

併
支
援
道
路
の
早
期
整
備
）、
②

海
岸
整
備
（
侵
食
対
策
、
越
波
及

び
高
潮
対
策
）、③
災
害
対
策
（
河

川
事
業
及
び
低
地
対
策
、
津
波
対

策
）、
④
若
人
の
広
場
の
整
備
な

ど
で
す
。
中
で
も
低
地
対
策
に
つ

い
て
は
強
い
要
望
を
申
し
あ
げ
ま

し
た
。
抜
本
的
な
対
策
と
喫き

っ
き
ん緊

な

対
応
と
に
分
け
、
迅
速
な
措
置
を

要
望
し
、
前
向
き
な
回
答
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

抜
本
的
な
対
策
は
、
全
体
計
画
を

定
め
総
合
的
に
河
川
や
道
路
整

備
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
大
規

模
な
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
住
民

の
方
々
も
自
ら
声
を
上
げ
積
極
的

に
ご
協
力
い
た
だ
か
な
い
と
到
底

実
施
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

市
民
の
方
々
か
ら
数
多
く
の
要

望
を
い
た
だ
く
な
か
で
、
多
額
の

地
方
債
を
抱
え
る
市
の
財
源
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
少

し
で
も
各
種
事
業
の
推
進
を
図
る

た
め
、
今
ま
で
以
上
に
国
や
県
に

頭
を
下
げ
支
援
を
お
願
い
し
、
時

に
は
強
硬
な
姿
勢
で
走
り
回
っ
て

お
り
ま
す
。
県
や
国
、
国
会
議
員

の
先
生
方
を
訪
問
す
る
中
で
特
に

感
じ
る
こ
と
は
、
誠
意
と
ふ
る
さ

と
を
思
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
接

し
ま
す
と
反
応
が
違
っ
て
き
ま

す
。
全
て
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

が
、
私
利
私
欲
の
な
い
者
ほ
ど
強

い
者
は
な
い
と
教
わ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
精
神
で
個
々
の
能
力

を
よ
り
一
層
発
揮
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

す
ぐ
れ
た
技
能
を
有
し
、
永
年

そ
の
技
能
を
必
要
と
す
る
職
業
に

従
事
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
し
た
方
々
に
「
南
あ
わ
じ
市

技
能
功
労
者
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

十
一
月
二
十
三
日
に
三
原
市
民

セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

次
の
方
々
に
市
長
か
ら
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
順

不
同
、
敬
称
略
）

富と
み
も
と
と
し
お

本
俊
夫
（
榎
列
、製
菓
衛
生
師
）、

仲
野　

博
ひ
ろ
し

（
榎
列
、
自
動
車
整
備

士
）、
片
井
邦く

に
お夫

（
福
良
、
自
動
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十
月
三
十
日
に
南
あ
わ
じ
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
第
六
回
南

あ
わ
じ
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
に
中
村
三
千
雄
氏
が
、
副
議
長
に
野

口
健
一
郎
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

▲排水機場の視察

登
のぼりざと

里伸
しんいち

一（66）
無所属・津井

阿
あ べ

部計
けいいち

一（68）
無所属・阿万

川
かわかみ

上　命
まこと

（68）
無所属・伊加利

眞
ま の

野正
まさはる

治（61）
無所属・榎列

楠
くす

　直
なおしげ

茂（58）
無所属・志知

小
こ じ ま

島　一
はじめ

（52）
無所属・広田

出
い で た

田裕
ひろしげ

重（30）
無所属・阿万

木
き そ

曽弘
ひ ろ み

美（47）
無所属・倭文

蛭
え び す

子智
ともひこ

彦（48）
日本共産党・松帆

市
いちかわ

川一
か ず ま

馬（48）
無所属・神代

原
はらぐち

口育
い く お

大（50）
無所属・市

武
た け だ

田昌
ま さ き

起（52）
公明党・八木

野
の ぐ ち

口健
けんいちろう

一郎（53）
無所属・榎列

廣
ひろうち

内孝
こ う じ

次（55）
無所属・榎列

吉
よ し だ

田良
よ し こ

子（55）
日本共産党・市

福
ふくはら

原美
み ち よ

千代（56）
無所属・津井

長
おさふね

船吉
よしひろ

博（56）
無所属・福良

島
し ま だ

田貞
さだひろ

洋（58）
無所属・北阿万

印
い ん べ

部久
ひさのぶ

信（59）
無所属・賀集

森
もりかみ

上祐
ゆ う じ

治（59）
無所属・阿万

砂
す な だ

田杲
こうよう

洋（60）
無所属・神代

森
も り た

田宏
ひろあき

昭（61）
無所属・賀集

蓮
はすいけ

池洋
ひ ろ み

美（63）
無所属・福良

北
きたむら

村利
と し お

夫（64）
無所属・福良

沖
おき

　弘
ひろゆき

行（64）
公明党・福良

楠
くす

　和
かずひろ

廣（64）
無所属・松帆

中
なかむら

村三
み ち お

千雄（69）
無所属・灘

乙
お と い

井勝
か つ じ

次（81）
無所属・賀集

市議会議員
選挙の結果

当日有権者数
44,013人
投票者総数
 37,295人
投 票 率
   84.74％

住民の代表・市議会議員２８人が決まる！
※年齢順・敬称略、（　）内は11月 11日現在の年齢
　任期は平成17年 11月 11日～平成21年 11月 10日

国民健康保険税 ４期　の納付は

　　12月 26日（月）までにお願いします。
【固定資産税について】

　家屋を取り壊しされたときは「家屋滅失届出書」の

提出をお願いします。用紙は総合窓口にあります。

問税務課☎43-5022
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市
内
の
公
民
館
と
文
化
団
体
等

が
共
催
で
、
文
化
展
や
芸
能
発
表

会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
文
化
サ
ー
ク

ル
や
個
人
で
活
動
し
て
い
る
方
々

の
陶
芸
や
絵
画
、
写
真
、
俳
句
な

ど
の
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
力
作

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

芸
能
発
表
で
は
、
郷
土
芸
能
や

コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟
、
よ
さ
こ
い
踊

り
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
演
目

が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
文
化
の
秋

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 
文
化
の
秋
を
満
喫

各
地
区
で
文
化
芸
能
祭

▲絵画の展示（緑文化祭）

　

国
民
年
金
に
は
、
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業
の
方
な
ど
）
だ
け
を
対

象
と
し
た
独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
独
自
給
付
に
つ
い
て

寡
婦
年
金

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
期
間
（
保
険
料
免

除
期
間
を
含
む
）
が
二
十
五
年
以

上
あ
る
夫
（
婚
姻
期
間
が
十
年
以

上
）
が
何
の
年
金
も
受
け
ず
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
妻
が
六
十
歳
か

ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
、
夫
が
受

け
る
は
ず
で
あ
っ
た
老
齢
基
礎
年

金
の
四
分
の
三
の
額
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
夫
が
亡
く
な
っ
た

当
時
、
妻
が
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
、

三
十
六
月
以
上
保
険
料
を
納
め
て

い
る
人
が
年
金
を
受
け
な
い
で
亡

く
な
っ
た
と
き
、
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
そ
の
遺
族
（
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た
は

兄
弟
姉
妹
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
人
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
遺
族
が
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両

方
の
受
給
要
件
を
有
す
る
場
合
は

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ

て
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

付
加
年
金

　

定
額
の
保
険
料
に
月
額
四
百
円

の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
と
、
次
の
式
で
計
算
し
た
額

が
老
齢
基
礎
年
金
額
に
加
算
さ
れ

て
受
給
で
き
ま
す
。

【
計
算
式
】
付
加
年
金
額
＝
二
百
円

×
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数

◆
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

広報 

保険料納付済期間 金　　額

36月以上 180月未満 120,000円

180月以上 240月未満 145,000円

240月以上 300月未満 170,000円

300月以上 360月未満 220,000円

360月以上 420月未満 270,000円

420月以上 320,000円

 

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
が
決
ま
る

　

政
治
倫
理
審
査
会
は
、
市
長
等

の
政
治
倫
理
条
例
お
よ
び
議
員
の

政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
い
た
市
民

か
ら
の
調
査
請
求
に
つ
い
て
の
調

査
審
議
等
を
行
い
ま
す
。

　

委
員
は
次
の
方
々
で
す
（
順

不
同
・
敬
称
略
）。
任
期
は
平
成

十
七
年
十
月
一
日
〜
平
成
十
九
年

九
月
三
十
日
ま
で
。

会
長
＝
道み

ち
か
み上　

明
あ
き
ら

（
神
戸
市
）、

副
会
長
＝
児こ

じ
ま
し
げ
お

島
茂
男
（
榎
列
）、

委
員
＝
小
林
正ま

さ
よ
し芳

（
広
田
）、

金か
な
わ輪　

仁
ひ
と
し

（
倭
文
）、
木
村

て

る

こ子

（
広
田
）、
岡
か
づ
子
（
志
知
）、

祖そ
や
ま
し
ん
じ

山
進
司
（
湊
）、高
橋
俊と

し
ゆ
き行

（
松

帆
）、
里さ

と
ふ
か
よ
し
た
ね

深
嘉
胤
（
市
）、
喜き

だ田
久

美
子（
八
木
）、沖お

き　

俊
し
ゅ
ん
さ
く作（

福
良
）、

興お
き
つ
み
ち
お

津
逵
夫（
阿
万
）、平
野
典の

り
こ子（

賀

集
）

 

松
原
サ
ミ
ッ
ト

 

松
原
の
保
護
育
成
を
話
し
合
う

　

白
砂
青
松
の
名
勝「
慶
野
松
原
」

を
有
す
る
南
あ
わ
じ
市
は
、
昭
和

六
十
二
年
か
ら
全
国
の
松
原
を
有

す
る
市
町
と
「
松
原
友
好
市
町
交

流
会
議
」
を
開
催
し
て
、
相
互
の

連
携
と
情
報
交
換
を
図
り
、
松
原

の
保
護
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
七
市
町
が
加
盟
す
る
同
会

議
が
、
十
一
月
二
・
三
日
に
佐
賀

県
唐
津
市
「
虹
の
松
原
」
で
開
催

さ
れ
、
松
原
に
つ
い
て
各
市
町
が

抱
え
る
問
題
や
取
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
市
内
の
小

学
生
を
対
象
に
「
日
本
の
松
原
」

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
西
淡
公
民
館
に

展
示
に
さ
れ
た
五
十
六
点
の
力
作

は
、
ど
の
作
品
も
松
原
へ
の
愛
着

が
感
じ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
し

た
。

▲松原の絵画・ポスター展

◆
老
年
者
控
除
が
廃
止

　

平
成
十
七
年
分
の
申
告
か
ら
、

こ
れ
ま
で
六
十
五
歳
以
上
の
人
に

適
用
さ
れ
て
き
た
老
年
者
控
除

（
所
得
税
＝
五
十
万
円
、
市
県
民

税
＝
四
十
八
万
円
）
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
、「
公
的
年
金
控
除
」

が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
別
表
参
照
）

▽
問
い
合
わ
せ　

所
得
税
＝
洲
本

税
務
署
☎
24
・
１
２
１
４
、
住
民

税
＝
市
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

確
定
申
告
に
備
え
て
の
お
知
ら
せ

65
歳
以
上
の
方
へ

◆老年者控除廃止等による変化例
税の種類 条件（例） 改正内容（例）
国 税

（所得税）
・65歳以上
・300万円の年金収入のみ
・控除対象配偶者（70歳未満）あり
・社会保険料16万円支払い

・公的年金控除が30万円減り
・老年者控除50万円がなくなり
　　　　　↓
　所得税額が64,000円増加

市県民税

（住民税）　同上の場合

・公的年金控除が30万円減り
・老年者控除48万円がなくなり
　　　　　↓
　住民税額が39,400円増加

▲舞台発表（三原文化芸能祭）

区 分 旧緑町から持込み 旧西淡町・旧三原町・旧南淡町から持込み

場　所 やまなみ苑（広田広田） 南あわじ市清掃センター（八木寺内）

業務時間

月～金曜日（8：30～ 16：30）、土曜日（8：30～
11：45）。祝祭日・日曜日は休み。12月 29・30・
31日も８：30～ 16:30 まで業務。

月～金曜日（8：30～ 16：30）、祝祭日（8：30～正午）、土・
日曜日は休み。12月 29日・30日は８：30～ 15:00まで、
12月 31日は８：30～正午まで業務。

１月１日～３日まで休み。１月４日から通常どうり業務。

注意事項

①市指定のゴミ袋を使用して持込みをされても手数料が必要です
②家具などの粗大ゴミは、金属・ガラスなどの不燃物を取り外してから持込んでください
③必ず時間内での持込みをお願いします
④持込みに際して道路上にゴミが飛び散らないよう荷台にシート掛けなどの処置をしてください
⑤農業用資材や家屋解体物、産業廃棄物は受入れが出来ませんので、持ち帰りいただきます

 生活環境課☎ 43-5024
 やまなみ苑（洲本市南あわじ市衛生事務組合）☎ 45-0534
 南あわじ市清掃センター☎ 42-1356

■市役所、出張所、連絡所、支所、公民館
　29日～３日まで休み。緑、西淡、三原、南淡庁舎では休
み中も、出生・婚姻・死亡届などの届出を受け付けています。

■診療所
　阿那賀・伊加利・灘・沼島診療所＝29日～３日まで休み。
休日応急診療所＝23ページに掲載。

■文化・観光施設
　図書館＝ 19ページに掲載。玉青館＝ 28日～３日ま
で休み。淡路人形浄瑠璃資料館＝28日～４日まで休み。
淡路人形浄瑠璃館＝ 17日～ 31 日まで休み。鳴門み
さき荘・大鳴門橋記念館＝19日～ 31日まで休み。

■体育施設
　文化体育館・西淡社会教育センター・西淡グラウンド・B&G・賀集・
沼島＝ 29 日～３日まで休み。三原健康広場・阿万＝
28日～３日まで休み。温水プール（サンプール）・ゆとりっく

（プール・フィットネス）＝ 28日～４日まで休み。サンラ
イズ淡路（体育施設）＝無休。

■温泉施設
　サンライズ淡路（温泉）＝無休。ゆとりっく（温泉）
＝ 28日・31 日・１日休み、30日は午前 10 時～午
後６時、２日・３日は午後１時～６時まで、それ以外
は通常。さんゆ～館＝30日まで通常どおり、31日～
１日休み、２日は午後１時～営業。３日以降通常どおり。
ゆ～ぷる＝30日は深夜０時、31日は深夜３時、１日
は 10時～深夜０時、２日は６時～深夜０時、３日～
９日は 10時～深夜０時まで時間延長。（※１日 10時
～新酒のふるまい）。湯の川荘＝29日～３日まで休み。

■粗大ごみ処理場（奥畑処理場☎ 24-1676）
　30日は 8:30 ～正午、31日～３日休み。その前後は
通常（8:30～ 16:30）

◆
障
害
者
控
除
対
象
者

　
認
定
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

所
得
税
及
び
市
県
民
税
の
障
害

者
控
除
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

で
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
方
に

つ
い
て
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
方
で
も
市
が
交
付
す

る
認
定
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▽
対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
条
件

　

を
満
た
す
方

　

①
満
六
十
五
歳
以
上
の
方

　

②
精
神
も
し
く
は
身
体
に
何
ら

　
　

か
の
障
害
が
あ
り
な
が
ら
身

　
　

体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

　
　

を
受
け
て
い
な
い
方

　

③
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

　
　

方

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
交
付
先　

保
険
課
（
☎
44
・
３ 

０
０
３
）

狩し
ゅ
り
ょ
う猟
に
ご
注
意
を
！

　

山
に
入
る
と
き
は
、
目
立
つ

服
装
で
。
ハ
ン
タ
ー
は
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
解
禁

期
間
は
、
２
月
15
日
ま
で
。

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

☎
26
・
２
１
０
３

◆死亡一時金の額
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◆南あわじ市ケーブルテレビ整備スケジュール

整　備　項　目
　　年度・月

対象地域

平成17年度 平成 18年度 平成19年度
平成20
年度

10～
12

1～
3
4～
6

7～
9

10～
12

1～
3

4～
6

7～
9

10～
12

1～
3

4～

電柱等使用交渉 緑・南淡
住民説明会開催 (加入促進） 緑・南淡
予約申し込み受付 緑・南淡

加入促進期間本申込み受付
西淡・三原
(未加入世帯）
緑・南淡

伝送路工事（光ケーブル）
＜新規敷設及び架け替え＞

西淡・三原
緑・南淡

伝送路工事（支線同軸ケーブル） 緑・南淡
伝送路工事 (デジタル化） 西淡・三原
さんさんネット施設デジタル化工事 全域
引き込み工事 緑・南淡

加入世帯宅内工事 (加入促進期間） 緑・南淡

民間光通信サービス開始（NTT西日本） 全域

放送開始（ｱﾅﾛｸﾞ放送・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送）
全域（西淡・三原
はﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送開始）

※本整備スケジュールは、整備進捗状況等により変更になる場合があります。

十
一
月
十
一
日
、
地
域
情
報
化

計
画
に
関
す
る
提
言
書
が
市
長
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
六
月
か
ら
検
討
委
員
会
で

検
討
を
重
ね
、
市
の
情
報
化
計
画

へ
の
提
言
と
し
て
、
市
民
だ
れ
も

が
情
報
化
社
会
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
や
情

報
化
事
業
に
つ
い
て
貴
重
な
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
提
言
の
中

に
は
、
市
民
と
し
て
の
一
体
感
を

高
め
て
い
く
有
効
な
方
法
と
し
て
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
の
エ
リ
ア
拡
大
を
図

り
、
身
近
な
テ
レ
ビ
の
映
像
を
通

し
て
行
政
情
報
や
市
内
の
行
事
・

話
題
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

提
供
し
て
い
く
こ
と
や
、
推
進
の

体
制
な
ど
多
く
の
意
見
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
提
出
さ
れ

た
提
言
書
を
参
考
に
、
市
で
は
地

域
情
報
化
計
画
を
策
定
し
、
今
後

の
情
報
化
施
策
を
進
め
ま
す
。

市政ひろば

7 6
広報 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は

　

放
送
セ
ン
タ
ー
（
さ
ん
さ
ん
ネ

ッ
ト
）
と
各
家
庭
を
伝
送
路
で
結

び
、
テ
レ
ビ
番
組
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
電
話
な
ど
の
通
信
信
号
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
情
報

通
信
設
備
で
す
。
こ
れ
ら
の
整
備

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
（
予
定
）

①
き
れ
い
な
テ
レ
ビ
映
像

　

平
成
二
十
三
年
の
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
の
停
止
に
あ
わ
せ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
世
帯
で
は
デ
ジ

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
緑
・

南
淡
地
域
へ
拡
大
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
の
き
れ
い
な
テ
レ
ビ
映
像
や
身
近
な
地
域

情
報
の
視
聴
に
加
え
、
音
声
・
文
字
に
よ
る
放
送
や
加
入
者
間
の
無

料
電
話
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
準
備
す
れ
ば

放
送
を
視
聴
で
き
ま
す
。

②
地
域
の
情
報
を
発
信

　

地
域
の
催
し
や
身
近
な
ま
ち
の

話
題
な
ど
の
自
主
番
組
を
映
像
と

音
声
で
放
送
す
る
ほ
か
、
農
業
情

報
や
市
の
お
知
ら
せ
等
を
文
字
で

放
送
し
ま
す
。
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
お
い
て
も
地
域
に
密
着
し
た

情
報
を
発
信
し
ま
す
。

③
ケ
ー
ブ
ル
電
話

　

加
入
者
間
で
の
電
話
通
話
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

④
音
声
告
知
放
送

　

災
害
時
な
ど
の
緊
急
放
送
を
音

声
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
告
知
端

末
機
を
設
置
し
ま
す
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　

常
時
接
続
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
回

整
備
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
有

効
利
用
し
、
希
望
者
に
は
民
間
通

信
事
業
者
が
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（
超
高
速
通
信
）
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

使
用
料
な
ど

　

加
入
時
の
分
担
金
や
月
額
使
用

料
な
ど
の
料
金
、
ま
た
、
加
入
促

進
期
間
や
詳
細
な
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
、
決
定
次
第
広
報
紙
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ホームターミナル
(デジタルＳＴＢ）

保安器

引込ケーブル

ケーブル電話機

共
架
柱

テレビ
パソコン

テレビ

分配器

ＣＡＴＶ伝送路

配電線

テレビ

×

既存のBS・CSアンテナは、
そのまま使うこともできます

パソコン

ＯＮＵ

告知端末

アンテナは不要となります解説 
◆保安器：ＣＡＴＶ施
設と加入者宅の接続点
◆告知端末：ＣＡＴＶ
に接続し、緊急放送・
告知放送サービスや加
入者間の通信サービス
（電話・ＦＡＸ）等を
可能とするための端末
◆ホームターミナル・
ＳＴＢ：基本チャンネ
ル以上の多チャンネル
サービスを視聴するた
めに必要な機器
◆分配器：加入者宅内
に送られてきた信号を
各設備に分配するため
の機器
◆ＯＮＵ：光ファイ
バーでインターネット
サービスを利用すると
きに必要な機器

2005.12.1発行

ケ
ー
ブ
ル
線
工
事
の
お
願
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
工
事
は
、

電
柱
の
敷
地
所
有
者
等
の
同
意
を

得
た
後
に
、
ケ
ー
ブ
ル
線
を
電
柱
に

共
架
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

整
備
工
事
の
請
負
業
者
で
あ
る
三

洋
電
機
株
式
会
社
が
、
緑
・
南
淡
地

域
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
を
共
架
す

る
電
柱
の
使
用
同
意
に
つ
い
て
の

お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
工

事
従
事
者
は
、
黄
色
の
腕
章
を
付

け
、
身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

地
元
説
明
会

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伝
送
路
が

新
し
く
整
備
さ
れ
る
緑
・
南
淡
地

域
に
お
い
て
、
自
治
会
と
日
程
を

相
談
の
上
、
平
成
十
八
年
一
月
よ

り
順
次
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決

定
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

電
気
工
事
事
業
者
は
登
録
を

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
視
聴
に
は

ご
家
庭
に
お
い
て
宅
内
工
事
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
宅
内
工
事
を
行

う
に
あ
た
り
「
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
淡
路
宅
内
工
事
協
力
会
」

へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
現
在
、

宅
内
工
事
協
力
会
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
事
業
者
は
、
平
成
十
七
年

十
二
月
末
ま
で
に
情
報
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

地
域
情
報
化
計
画
提
言
書
が
提
出
さ
れ
る

▲髙田豊實委員長（右）から中田市長へ
　提言書が手渡されました

順次サービス開始

順次試験放送開始　　本放送開始

防
災
は
「
自じ

じ

ょ助
」
意
識
の
向
上
か
ら

まちづくり・防災課
☎50-3035

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

　

先
日
、
高
知
市
浦
戸
地
区
の
自

主
防
災
組
織
を
視
察
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
同
地
区

の
住
民
の
話
に
「
自
助
（
＝
他
人

に
頼
ら
ず
、
自
力
で
事
を
行
う
こ

と
）」
と
い
う
言
葉
が
何
度
も
出

て
き
た
こ
と
で
し
た
。

　

同
地
区
は
南
海
地
震
が
発
生
す

る
と
、
約
三
十
分
で
約
七
・
八
メ
ー

ト
ル
の
津
波
が
来
る
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。「
揺
れ
た
ら
逃
げ
ろ
」

を
合
言
葉
に
避
難
活
動
に
つ
い
て
、

同
組
織
と
高
知
市
で
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
防
災
意
識
が
組
織
結

成
時
に
比
べ
格
段
向
上
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
今
後
は
家
具
の
固
定

や
耐
震
化
等
、
わ
が
家
で
で
き
る

防
災
対
策
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

同
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で

は
、
住
民
自
ら
が
防
災
を
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、

様
々
な
課
題
を
認
識
・
整
理
し
、

ア
イ
デ
ア
の
詰
ま
っ
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
央
構
造
線
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
南
あ
わ
じ
市

の
死
傷
者
数
は
千
四
百
九
十
二
人

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、ど
こ
か
で「
自
分
は
大
丈
夫
！

死
ぬ
こ
と
は
な
い
！
」
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
意
識
を
変
え
、
浦

戸
地
区
住
民
の
よ
う
に
防
災
を
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
、
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る

始
ま
り
で
す
。

　

も
う
一
度
「
自
助
」
と
し
て
、

「
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ

き
か
」
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

小
さ
な
負
担
で
、
被
災
し
た
住

宅
の
再
建
に
大
き
な
支
援
が
得
ら

れ
る
制
度
で
す
。

▼
共
済
負
担
金　

加
入
初
年
度
は

月
５
百
円
。
次
年
度
か
ら
年
額

５
千
円

▼
給
付
対
象
・
給
付
額　

半
壊
以

上
の
被
害
を
受
け
た
加
入
者

が
対
象
。
最
大
６
百
万
円
。

▼
申
込
書　

各
庁
舎
窓
口
に
備
付
け

▼
問
い
合
わ
せ　

県
住
宅
防
災
課

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
３
８

ま
た
は
、
ま
ち
づ
く
り
・
防
災

課
☎
50
・
３
０
３
５

わ
が
家
の
安
全
・
安
心
に
、
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

県
住
宅
再
建
共
済
制
度

情 報 課
☎43-5003
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平
成
17
年
度
上
半
期

市
の
財
政
状
況
を
報
告

広報 

◉基金現在高 　

市
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
や
使
用
料
な
ど
が
、
平
成

十
七
年
度
上
半
期
の
間
に
ど
れ
だ
け
収
入
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

現
在
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
予
算
額
は
、
補
正
予
算
、
平
成
十
六

年
度
繰
越
事
業
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、家
計
で
貯
金
に
あ
た
る「
基
金
」の
現
在
高
や
、借
金
に
あ
た
る「
地

方
債
」
の
残
高
の
状
況
に
つ
い
て
も
公
表
し
ま
す
。

　
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉ 一般会計歳出

問い合わせ
財政課

☎５０－３０３３

◉地方債現在高

区　　分 現在高

◆一般会計基金
財政調整基金 1,441,335
減債基金 373,848
公共施設等整備基金 197,376
地域福祉基金 721,937
ふるさとまちづくり基金 335,537
下水道基金 574,835
健康福祉協会基金 108,381
滝川文化振興基金 110,037
ふるさと・水と土保全
対策基金 20,949

淡路人形会館建設基金 64,140
淡路人形浄瑠璃館基金 192,425
淡路鳴門岬公園開発基金 503,410

土地開発基金
現金 418,580
土地（㎡） 103,931

慶野松原松林保全基金 2,362
◆特別会計基金
国民健康保険特別会計
財政調整基金 253,000

介護保険特別会計財政
調整基金 33,588

広田財産区財政調整基金 2,700
福良財産区財政調整基金 120,500
北阿万財産区財政調整基金 32,155
沼島財産区財政調整基金 3,351
◆企業会計積立金
水道事業積立金 1,363,931
国民宿舎事業積立金 270,696

合　　計 7,145,073

区　　分 現在高
◆一般会計 43,428,079
◆特別会計
国民健康保険特別会計
直営診療所勘定 16,798

介護保険特別会計保険
事業勘定 1,833

公共下水道事業特別会計 15,101,187
農業集落排水事業特別会計 4,866,899
漁業集落排水事業特別会計 1,237,186
土地開発事業特別会計
企業団地開発事業勘定 1,542,412

土地開発事業特別会計
住宅団地開発事業勘定 207,152

産業廃棄物最終処分事
業特別会計 361,940

公共用地先行取得特別会計 119,132
◆企業会計
水道事業会計 6,978,680
国民宿舎事業会計 167,368

合　　計 74,028,666

（単位：千円）

（単位：千円）

◉ 平成17年度特別会計予算執行状況
　区　　　分 予算現額

（歳入・歳出） 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険特別会計 5,672,595 2,213,532 39.0 2,601,286 45.9

　（保険事業勘定） 5,530,701 2,175,694 39.3 2,539,812 45.9

　（直営診療所勘定） 141,894 37,838 26.7 61,474 43.3

老人保健特別会計 5,827,745 2,800,758 48.1 3,141,964 53.9

介護保険特別会計 4,054,479 1,609,497 39.7 1,532,983 37.8

　（保険事業勘定） 3,433,574 1,347,220 39.2 1,271,207 37.0

　（サービス事業勘定） 620,905 262,277 42.2 261,776 42.2

訪問看護事業特別会計 60,408 29,627 49.0 26,347 43.6

公共下水道事業特別会計 7,474,109 466,784 6.2 1,746,831 23.4

農業集落排水事業特別会計 1,991,439 61,775 3.1 256,937 12.9

漁業集落排水事業特別会計 546,884 18,953 3.5 98,960 18.1

ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾀｰﾐﾅﾙ事業特別会計 87,853 36,904 42.0 31,118 35.4

慶野松原海水浴場特別会計 10,434 7,429 71.2 6,970 66.8

土地開発事業特別会計 799,189 6,519 0.8 2,903 0.4

　（企業団地開発事業勘定） 730,596 1,866 0.3 659 0.1

　（住宅団地開発事業勘定） 68,593 4,653 6.8 2,244 3.3

産業廃棄物最終処分事業特別会計 121,168 239,703 197.8 48,556 40.1

ケーブルテレビ事業特別会計 267,974 200,276 74.7 90,514 33.8

公共用地先行取得特別会計 119,561 119,561 100.0 0 0.0

合　　計 27,033,838 7,811,318 28.9 9,585,369 35.5

水道事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 2,009,982 843,062 41.9
収益的支出 2,081,352 726,039 34.9
資本的収入 651,810 0 0.0
資本的支出 1,572,041 459,291 29.2

国民宿舎事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 459,968 255,021 55.4
収益的支出 456,272 209,403 45.9
資本的収入 10 0 0.0
資本的支出 62,653 24,352 38.9

農業共済事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 676,406 165,148 24.4
収益的支出 676,406 146,002 21.6

◉ 公営企業の経理の概況 （単位：千円、％）
（単位：千円、％）

0

1
0
0
0
0
0
0

2
0
0
0
0
0
0

3
0
0
0
0
0
0

4
0
0
0
0
0
0

5
0
0
0
0
0
0

6
0
0
0
0
0
0

民　生　費

教　育　費

総　務　費

農林水産業費

衛　生　費

土　木　費

災害復旧費

消　防　費

商　工　費

そ　の　他

公　債　費
52億667万円

47億333万円

36億2,736万円

32億7,379万円

31億1,770万円

31億1,324万円

30億7,419万円

26億9,235万円

  9 億 118万円

  4 億 6,484万円

  3 億 9,184万円

  305億6,649万円

20億 4,181万円 (39.2％)

21億 3,509万円 (45.4％)

13億 1,170万円 (36.2％)

4 億 5,430万円 (14.8％)

4 億 2,938万円 (13.8％)

8 億 545万円 (29.9％)

5 億 5,539万円 (61.6％)

1 億 4,218万円 (30.6％)

1 億 6,727万円 (42.7％)

9 億 826万円 (29.2％)

1２億 239万円 (36.7％)

歳出予算額 支出済額

これだけ使いました

101億 5,322 万円
             （33.2％）

その他内訳（予算）
議会費　3億2,413万円
予備費　4,895万円
諸支出金　1,408万円
労働費　468万円

（　　）内数字は支出率予算額計

0 4 6 7 8

地方交付税

市　　　債

県 支 出 金

国庫支出金

繰　入　金

繰　越　金

使用料及び手数料

諸　収　入

地方譲与税

そ　の　他

その他内訳（予算）

市　　　税
78億円

58億7,785万円

42億8,620万円

35億5,842万円

28億3,672万円

16億6,343万円

10億6,493万円

  8 億 7,578万円

  6 億 2,080万円

  5 億 6,700万円

14億1,536万円

49億 1,597万円 (63.0％)

35億 4,985万円 (60.4％)

1,200 万円 (0.3％)

11億 4,455万円 (107.5％)

3 億 2,369万円 (11.4％)

4 億 1,132万円 (47.0％)

1 億 4,080万円 (22.7％)

2 億 339万円 (35.9％)

6 億 3,500万円 (44.9％)

０円 (0.0％)

２億 5,328万円 (7.1％)

歳入予算額 収入済額

これだけ入りました

115億 8,985 万円
             (37.9％)

地方消費税交付金　5億円
分担金及び負担金　3億6,335万円
自動車取得税交付金　2億7,000万円
地方特例交付金　1億6,000万円
利子割交付金　3,700万円
配当割交付金　3,200万円
財産収入　2,486万円
交通安全対策特別交付金　1,100万円
株式等譲渡所得割交付金　900万円
寄附金　815万円

（　　）内数字は収入率  305億6,649万円
予算額計

予算額に対して 37.9％の 115億
8,985 万円が収入されました。

地方交付税の 49億 1,597 万円と市税の 35億 4,985 万円が主な内
訳です。それ以外のものについては、ほとんどが事業完了後の年度末
に収入されるため、グラフのような予算額に対する収入割合になって
います。

（
平
成
17
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

予算額に対して33.2％の101億5,322
万円が支出されました。

支出の主なものは、医療や福祉に係る民生費の 20億 4,181 万円や過去
に借入をした市債の元利償還金等の公債費 21億 3,509 万円等です。建
設事業に伴う支出は年度末に集中するため、グラフのような支出状況に
なっています。

◉ 市税の状況
区　　　分 収入済額 収入率

市民の負担額
１人当たり １世帯当たり

市民税 774,999,543 45.3 14,247 42,956
　　（個　人） 579,286,243 38.4 10,649 32,108
　　（法　人） 195,713,300 95.7 3,598 10,848
固定資産税 2,451,178,496 62.1 45,058 135,860
軽自動車税 150,406,800 90.3 2,765 8,336
市たばこ税 153,800,751 100.0 2,827 8,525
特別土地保有税 0 0.0 0 0
入湯税 19,467,000 100.0 358 1,079

合　　計 3,549,852,590 59.2 65,255 196,756

（単位：円、％）

※市民の負担額は、平成 17年９月 30日現在の人口 54,400 人、
　世帯数 18,042 世帯で算出した数値です。

◉ 一般会計歳入

■基金の説明
　いざというときに自由に使える貯金にあたるのが財政調整基金ですが、現在はこの基金によって毎年度の予算の
不足額を補っている状況です。しかし、将来の不測の事態に備えるために、取崩し額を抑えて、ある程度の蓄えを
持つ必要があります。その他の基金については、それぞれの目的に従って積み立てや運用、取崩しを行っています。

■地方債の説明
　道路整備や施設整備などは多額の事業費を要しますが、地方債により長期返済をするこ
とで、特定の年度の財政を圧迫するのを避けると同時に、将来にわたり道路や施設を利用
する後世代との税負担の公平性を図っています。
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お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　総務課☎43-5001
　秘書広報室☎43-5002
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　税務課☎43-5022
　市民課☎43-5023
　生活環境課☎43-5024
農林振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
企画部
　企画調整課☎50-3032
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　まちづくり・防災課☎50-3035
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

広報 

項　目 期間・開催日 内容 備　考

イベント

12月 23日（祝）

　　　24日（土）

※ 21 時までナイト営

業。17時～入園無料

３万個のイルミネーション

大道芸人HIX（ｼﾞｬｸﾞﾘﾝｸﾞ・中国ｺﾞﾏﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ） 23日：11:00・13:00・15:00、24日：11:00・15:00・19:30

動物サンタと記念撮影 １日20組限定

サンタのユメハッチ サンタクロースがユミハッチを運転

12月 24日（土） ロマンチッククリスマス花火大会 19:30 ～

◆開園時間　10:00 ～ 17:00
◆入 園 料   大人 400円／小人 200円
◆電     話   ４３－２６２６ ※お間違えなく

　

市
で
は
、
来
春

か
ら
実
証
運
行
を

開
始
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
愛

称
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
募
集
し
ま
す
。

　

同
バ
ス
は
市
民

の
日
常
生
活
向
上

を
図
る
た
め
に
、

主
に
三
原
地
域
で
実
験
と
し
て
運

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
愛

称
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
順
次
市
内
全

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
適
用

し
ま
す
の
で
、
南
あ
わ
じ
市
民
に

親
し
ま
れ
、
多
く
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。
た
だ
し
、
複
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
実
証
運
行
の
概
要
（
予
定
）

▽
運
行
ル
ー
ト　

陸
の
港
西
淡
を

起
点
と
し
た
２
ル
ー
ト
を
予

定
し
て
お
り
、
主
に
三
原
地
区

北
部
と
南
部
で
運
行
し
ま
す
。

▽
運
賃　

２
０
０
円

▽
実
証
運
行
期
間　

平
成
18
年
４

月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日

■
愛
称
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
応
募

▽
応
募
内
容　

バ
ス
の
愛
称
・
ロ

ゴ
マ
ー
ク
と
そ
の
説
明
。
ま

た
、
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た

も
の
を
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

で
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
締
切
り　

12
月
27
日
（
火
）
必

着
▽
応
募
資
格　

制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
す
で
に
他
市
町
村
等
で
使

用
さ
れ
て
い
る
愛
称
・
ロ
ゴ
マ

ー
ク
に
つ
い
て
は
、
選
考
の
対

象
外
と
し
ま
す
。

▽
そ
の
他

•
著
作
権
等
、採
用
さ
れ
た
愛
称
・

せ
い
太
く
ん
バ
ス 

ル
ー
ト
変
更
の
お
知
ら
せ

【体験教室】
クリスマスキャンドル作りは12月 12・18・19・
23 日、ブッシュ・ド・ノエル作りは 12月 23 ～
25日、パン・バター・ソーセージ作りは毎日

　淡路島内で生産された瓦を使用した住宅
（店舗等併用住宅の場合は住居部分が２分の
１以上）を、新築または改築（棟全体の葺
き替え）した場合に次の額を奨励金として
交付します。
　なお、この制度は平成17年４月１日以
降に屋根工事が完了した方に限ります。
◆奨励金額
　奨励金の額は屋根工事費の 20％以内で、
屋根工事面積によって次のとおり限度額
を設けています。また、改築の場合はそ
の２分の１です。

◆申請受付　商工観光課☎37-3012
※申請用紙は総合窓口センターに用意しています

屋根工事面積 助成上限額
110㎡未満 １０万円
110㎡以上 150㎡未満 １５万円
150㎡以上 ２０万円

淡路瓦屋根工事に奨励金

2005.12.1発行

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
に
関
す

る
す
べ
て
の
諸
権
利
は
、
南
あ

わ
じ
市
に
帰
属
し
ま
す
。

•
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
配
色
・
デ
ザ
イ

ン
な
ど
に
手
を
加
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
課
（
〒

６
５
６
―
０
５
９
２
南
あ
わ

じ
市
福
良
甲
５
１
２
番
地
☎

50
・
３
０
３
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
achizukuri_bousai @

city.

m
inam

iaw
aji.hyogo.jp

南
あ
わ
じ
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

バ
ス
の
愛
称
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

苗木のあっせん
　県が行っている「ひょうご豊かな森づ
くり」事業などの一環で、植木用苗木・
鑑賞用苗木・果樹・しいたけ菌をあっせ
んをします。
◆申込期限　平成18年１月 10日（火）
◆申込み　農林振興課　☎43-5025

　

地
方
主
要
道
南
淡
・
西
淡
線
の

下
水
道
工
事
に
よ
り
、
阿
那
賀
木

場
地
区
で
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
西
淡
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
せ
い
太
く
ん

バ
ス
」が
迂
回
し
て
運
行
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
時
刻
表
は
陸
の
港
西
淡

と
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、
南
あ
わ
じ
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
迂
回
期
間　

12
月
12
日
（
月
）

〜
平
成
18
年
１
月
31
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
12
月
24
日
（
土
）
〜

平
成
18
年
１
月
５
日
（
木
）
の

間
お
よ
び
日
曜
日
は
通
常
運

行
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
・

防
災
課
☎
50
・
３
０
３
５

伊加利

辰美中

丸山

津井

阿那賀

県
道
南
淡
西
淡
線

通
行
止
区
間

畦原

水口

うずしおライン

至 淡路島南IC

新成人
　　メッセージ募集
　大人の一員として新たな道を歩む
新成人たちにメッセージを送りませ
んか？手紙やポエム、俳句、絵画な
ど大募集!!　大切なあの人に、自分
への意気込みに、個性豊かなメッ
セージを待っています。
【応募方法】
　総合窓口センター、公民館に備え
付けの申込み用紙に必要事項を記
入のうえ、生涯学習文化振興課（☎
37-3020）まで提出してください。
締切は12月20日（火）まで。なお、
優秀作品には賞品を贈ります。

◆ホワイトクリス
マス（前夜祭）

○日時　12月 17日
（土）午後５時～
○場所　サンライズ
淡路・体育館

○内容　少年少女合
唱団によるクリス
マスソング、ちび
っ子ジャズダンス、
三原高校ダンス部
のショー、四万十
源流太鼓、プレゼ
ント抽選会など

冬の市民まつり

　雪まつり

◆雪まつり（本祭）
○日時　12月 18日（日）
午前８時30分～

○場所　淡路ふれあい公
園（サンライズ淡路横）

○内容　雪原・雪だるま
づ く り（ ８：30 ～）、
そ り 遊 び（10:00
～）、雪だるコンテスト
（11:00 ～）、宝探し（１
回目＝ 11:00 ～、２回
目＝ 13:00 ～）、屋台
（10:00 ～ 14:00）

◆クリスマスツリー
コンテスト作品展示

　家族や団体で作ったオ
リジナルツリーを展示し
ています。
○期間　12月 10日（土）
～ 11 日（日）午前９
時～午後３時

○場所　淡路ふれあい公園

◆問い合わせ
　生涯学習文化振興課
　☎ 37-3020

工業統計調査にご協力を

　平成 17 年工業統計調査を 12 月
31日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年 12
月から来年1月にかけて調査員がお伺
いします。
　なお、調査票に記入いていただいた
内容については、統計法に基づき秘密
が厳守されますので、正確なご記入を
お願いします。
経済産業省・兵庫県・南あわじ市

人権講演会のご案内
◆テーマ　「やさしい街・や
　さしい人」　障害児の長男
　優斗君と暮らした８年間
◆講師　石井めぐみ氏（女優）
◆日時　12月６日（火）
　午後７時～
◆場所　三原公民館大ホール
◆入場料　無料
◆問い合わせ
　人権教育課☎ 37-3019

年末の交通事故防止運動　（12月１日～ 10日まで）
運動重点
　①子どもと高齢者の交通事故防止
　②夕暮れどきと交差点での交通事故防止
　③無謀・暴走運転の追放

南あわじ市交通対策協議会
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岡
山
国
体
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

53
キ
ロ
級
で
納
富
選
手
が
優
勝

　

10
月
23
日

に
行
わ
れ
た

秋
季
岡
山
国

体
で
、
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
成
年
男
子

53
キ
ロ
級
で
納の

う
と
み
と
し
ゆ
き

富
俊
行
選
手
（
広

田
）が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
少
年
男
子
85
キ
ロ
級
で

仲な
か
お
か
ず
や

尾
和
也
選
手
（
阿
那
賀
）
が
８

位
に
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

近
畿
選
抜
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

「
南
淡
」
チ
ー
ム
が
優
勝

　

第
31
回
兵
庫
県
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
優
勝
し

た
南
淡
が
、
県
代
表
と
し
て
、
11

月
５
日
に
和
歌
山
県
立
体
育
館
で

行
わ
れ
た
「
第
27
回
近
畿
選
抜
マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
」

に
出
場
し
、
校
区
の
部
で
優
勝
し

ま
し
た
。

県
ペ
タ
ン
ク
ダ
ブ
ル
ス
の
部

南
淡
Ａ
が
優
勝

◆
兵
庫
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
２
０
０
５
ふ

れ
あ
い
ペ
タ
ン
ク
大
会
ダ
ブ
ル
ス
（
10

月
29
日
・
三
木
総
合
防
災
公
園
）

優
勝　

南
淡
Ａ
：
和
島
弘
美
（
潮
美
台
）、

大
田
学
（
同
）

県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

個
人
の
部
で
澤
田
さ
ん
が
優
勝

◆
第
12
回
兵
庫
県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
10
月
30
日
・
小
野

市
立
河
合
運
動
広
場
）

【
個
人
】
優
勝　

澤
田
拓
治
（
福
良
）

【
団
体
】
準
優
勝　

南
淡
：
澤
田
拓
治
（
福

良
）、
川
上
日
出
男
（
福
良
）、
長
尾
謙

次
（
福
良
）、
数
矢
守
（
賀
集
）、
西
本

清
一
郎
（
北
阿
万
）、森
西
千
秋
（
阿
万
）、

大
西
順
子
（
阿
万
）

県
肢
体
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

団
体
の
部
で
南
淡
が
優
勝

◆
兵
庫
県
肢
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
11
月
５
日
・

姫
路
市
立
球
技
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

【
団
体
】
優
勝　

南
淡
：
川
上
日
出
男
（
福

良
）、
土
井
敏
晴
（
賀
集
）、

格
郎
（
阿

万
）、
森
西
千
秋
（
阿
万
）、
濱
田
毅
（
阿

万
）、
大
西
順
子
（
阿
万
）

◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

市
民
大
会
（
10
月
23
日
・
三
原
健
康
広
場
）

①
あ
か
つ
き
②
新
庄
Ａ
③
は
ま
か
ぜ

◆
緑
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
11
月
13
日
・
広
田
中
学
校
）

【
家
庭
婦
人
の
部
】
①
広
田
南
②
市
場

【
ト
リ
ム
の
部
】
①
神
道
Ｂ
②
山
添
③
安

住
寺
Ａ
③
安
住
寺
Ｂ

◆
海
釣
り
公
園
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
大
会
２
０
０
５
（
11
月
５
日
・

川
卓
「
早
く
も
年
末
と
な
り
ま
し

た
。
南
あ
わ
じ
市
誕
生
や
広
報
南

あ
わ
じ
創
刊
、（
私
の
結
婚
）
な

ど
ほ
ん
と
う
に
節
目
と
な
っ
た
一

年
で
し
た
。」

M
典
「
そ
う
で
す
ね
。
あ
っ
と
い

う
間
の
一
年
っ
て
感
じ
が
し
ま

す
。
年
始
め
に
今
年
の
目
標
を
立

て
た
の
で
す
が
、
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
っ
て
ま
す
（
笑
）」

川
卓
「
目
標
で
す
か
、
い
い
で
す

ね
。
昔
、僕
も
立
て
て
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
立
て
よ
う
か
な
。
M

典
さ
ん
の
来
年
の
目
標
は
？
」

M
典
「
風
邪
を
ひ
か
な
い
!?
」

川
卓
「
小
さ
い
な
あ
。
で
も
、
健

康
第
一
で
来
年
も
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」

ら
か
室
集
編

 　

各
種
大
会
結
果　
（
敬
称
略
）

浮
体
式
多
目
的
公
園
）

【
大
物
賞
（
タ
イ
・
チ
ヌ
の
部
）】
①
野

田
敬
治
（
神
戸
市
）
②
濱
真
一
郎
（
神

戸
市
）

【
大
物
賞
（
ハ
マ
チ
の
部
）】
①
植
原
信

之
（
神
戸
市
）
②
横
山
茂
（
阿
波
市
）

【
大
漁
賞
】
①
藤
原
美
保
（
東
大
阪
市
）

②
山
崎
晃
稔
（
五
色
町
）、
レ
デ
ィ
ー
ス

の
部
①
中
沢
喜
代
美
（
箕
面
市
）、
チ
ビ

っ
子
の
部
①
澤
田
悠
生
（
潮
美
台
）

◆
第
15
回
南
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
（
11
月
12
日
・
沼
島
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
）

【
団
体
の
部
】
①
西
町
②
仁
尾
町
内
会
③

吹
上

【
個
人
男
子
】
①
出
田
正
弘
（
西
町
）
②

松
山
静
雄
（
阿
万
東
町
御
番
所
）
③
阿

部
方
照
（
吹
上
）

【
個
人
女
子
】
①
井
上
州
子
（
沼
島
A
）

②
浜
口
幸
子
（
潮
美
台
B
）
③
川
本
照

美
（
宇
野
ク
ラ
ブ
）

● 

● 

●
ご 

案 

内
● 

● 

●

　

こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
秘
書
広
報
室
（
☎

43
・
５
０
０
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地区名（一部供用開始区域を含む） 供用開始
年月日

早期接続減免期限

2年間免除 1年間免除

緑
広田（中田・大丸・川向・山添） H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30
広田（川向・山添・みどりが丘） H17.7.1 H18.6.30 H19.6.30

西
淡

阿那賀 H16.3.31 終了 H18.3.31
津井（本村・西本村・中央） H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30

三

原

榎列（大榎列・小榎列・西川・松田）
H16.3.31 終了 H18.3.31

市（市・福永・十一ヶ所・三條）
榎列（上幡多・下幡多）

H17.1.31 H18.1.30 H19.1.30
八木（国分・鳥井・野原・新庄・徳野）
神代（喜来・経所・小路・城家・南所・
南上・富田・北所・籠池）
市（三條）
榎列（大榎列・山所・上幡多・下
幡多・西川）

H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30八木（鳥井・新庄・徳野）

神代（経所・国上・城家）

市（十一ヶ所・善光寺・三條）

榎列（上幡多企業団地の一部）
H17.10.1 H18.9.30 H19.9.30

神代（小路・国上）

南

淡

阿万（佐野・塩屋・丸田）
H16.4.1 終了 H18.3.31

灘（吉野・惣川・黒岩）
北阿万（伊賀野・筒井・稲田南）

H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30賀集（八幡西・八幡南・八幡中・八
幡北・立川瀬・鍛治屋・賀集・西田）
福良（向谷）
北阿万（伊賀野・筒井・稲田南） H17.7.1 H18.6.30 H19.6.30
賀集（八幡東・辻川原・西田・野田・
賀集） H17.10.1 H18.9.30 H19.9.30
福良（向谷・築地・東本町）

　下水道供用区域で早期に接続した家庭（事業所）は基本使用
料（月額1,260 円）の免除が受けられます。供用開始から１年
以内なら２年間の基本使用料の免除、１年超え２年以内なら１
年間の免除となります。【企業経営課☎50-3037】

　　　　　　基本使用料減免制度対象地区

下水道の早期接続を

納富俊行選手

▲優勝した「南淡」の皆さん

　１歳から７歳６か月未満のお子さま
　がいる保護者の方へ

麻
ま

しんと風しんの予防接種

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
は
、
１
月
１
日
現
在

に
お
け
る
選
挙
資
格
を
調
査
す
る

た
め
、毎
年
提
出
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
12
月
中
旬
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
修
正
・
押
印
の

う
え
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

農
地
管
理
お
よ
び
遊
休
農
地
に

関
す
る
意
向
調
査
を
行
い
ま
す

　

最
近
の
農
業
情
勢
等
か
ら
南
あ

わ
じ
市
内
に
お
い
て
も
、
遊
休
農

地
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

実
情
等
を
把
握
す
る
た
め
に
意
向

調
査
を
行
い
ま
す
。
回
答
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
と
意
向
調
査

は
同
時
に
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事

務
局
☎
43
・
５
０
２ 

９
ま
た

は
各
地
域
の
農
業
委
員

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
農
地
の
有

効
利
用
と
遊
休
農
地
の
発
生
の
抑

制
を
図
る
た
め
、
農
地
情
報
台
帳

を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
台
帳
は
、
様
々
な
理
由
に

よ
り
、
耕
作
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
農
地
の
情
報
を
集
約
・
整

理
し
て
、
規
模
拡
大
を
図
る
農
家

の
方
に
情
報
を
提
供
し
、
利
用
権

の
設
定
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
、
農
地
を
借

り
た
い
方
は
農
林
振
興
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

　

農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

　平成 18 年４月１日より、予防接種法が
改正され、次のとおり麻しん風しん混合ワ
クチンによる２回接種に変更します。
　平成 18 年４月１日以降、２歳を超える
お子さまは、麻しんと風しんの予防接種が
無料（公費）で受けられなくなります。

（問い合わせ）
・緑保健福祉センター（☎４４－３００９）
・西淡保健センター（☎３７－３０２９）
・三原保健センター（☎４３－５０３９）
・南淡福祉保健センター（☎５０－２１２２）
・健康課（☎４４－３００４）

※平成 17年１、２月生まれの児の保護者は、かか
りつけ医と相談のうえ、現行制度もしくは改正後の
接種方法を選び、必ずお子さんに接種を受けさせて
ください。

予防接種 対象者 回数

麻しん １歳～７歳６か月児未満の児
（H16.12.1 ～ H10.6.30） 各１回

風しん

◆現行制度（平成18年３月 31日まで）

予防接種 対象者 回数

麻しん
風しん
第１期

１歳～２歳未満の児（H17.3.1 以降）
※平成 18 年３月 31 日までに
麻しんと風しんの予防接種を両
方とも受けていないお子さまが
対象です。

１回

（予定）
麻しん
風しん
第２期

５歳～７歳未満の小学校入学前
の児（H17.3.1 以降）
接種期間：小学校入学前の１年間

１回

◆改正後（平成18年４月１日から）

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
在
宅
の
寝
た

き
り
高
齢
者
お
よ
び
認
知
症
の
高
齢

者
、
寝
た
き
り
の
重
度
心
身
障
害
者

で
お
む
つ
使
用
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
等
に
対
し
て
、
毎
月
、
３
千
円

分
の
お
む
つ
券
と
、
６
千
円
分
の
介

護
用
品
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
、
在
宅

で
生
活
し
て
い
る
寝
た
き
り
高
齢

者
等
で
、
①
②
③
に
該
当
す
る
方

を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族
。
①

概
ね
65
歳
以
上
で
、
寝
た
き
り
ま

た
は
認
知
症
で
失
禁
状
態
に
あ

り
、
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
使
用
が
適
切
と

判
断
さ
れ
た
方
。
②
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
所
持

し
、
寝
た
き
り
ま
た
は
失
禁
状
態

に
あ
り
、
常
時
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
使
用
が
適

切
と
判
断
さ
れ
た
方
。
③
要
介
護

４
ま
た
は
５
で
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
（
介
護
用
品
券
の
対

象
者
）

※
注
意　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
施
設
入

所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
含
む
）

お
よ
び
医
療
機
関
へ
の
入
院
な
ど

で
月
15
日
以
上
の
在
宅
介
護
で
な

く
な
っ
た
場
合
、
紙
お
む
つ
券
な

ら
び
に
介
護
用
品
券
の
支
給
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す

　

市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
方
で
、
買
物
・
調
理
を

自
分
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
方
を
対

象
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

 

配
食
サ
ー
ビ
ス

▼
対
象
者　

平
成
17
年
12
月
1
日
現

在
で
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
障

害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
か
ら

４
級
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
）
を
お
持
ち
で
、

見
舞
金
の
申
請
を
さ
れ
た
方

▼
振
込
先　

申
請
さ
れ
た
金
融
機
関

の
口
座

▼
振
込
日　

12
月
20
日（
火
）

▼
振
込
金
額　

５
千
円

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２

 

障
害
者
（
児
）
見
舞
金

淡
路
人
形
絵
図
凧
づ
く
り

▼
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
前
11

時
〜
午
後
５
時

▼
場
所　

パ
ル
テ
ィ
、
シ
ー
パ
、
な

な
い
ろ
館

▼
申
込
み　

商
工
観
光
課
☎
37
・

３
０
１
２

▼
主
催　

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

淡路島女子駅伝・京セラ初優勝
両手を高く上げ　喜びのゴ～ル！
　第 15 回淡路島女子駅
伝競走大会が 11 月３日
に行われ、13 チームが
42.195kmの６区間を競
い合いました。
　優　勝　京セラ
      ( ２時間 17分 14秒 ) 
　準優勝　天満屋
　３　位　ワコール

▲笑顔でテープを切る
　京セラの坂田昌美選手

※接続した日とは、工事完了検査を実施した日を指します。



広報 

か
大
会
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が

十
一
月
十
二
日
〜
十
五
日
に
行
わ

れ
、
洋
画
の
部
に
大お

お
は
し橋

新し
ん
ぺ
い平

さ

ん
（
市
）
が
、
サ
ッ
カ
ー
交
流
大

会
に
県
代
表
と
し
て
小
松
實み

の
るさ

ん

（
福
良
）
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

◆
兵
庫
県
自
治
賞

西
山
隆た

か
み美

（
北
阿
万
）、
柏
木
渡

わ
た
る

（
福
良
）、
安
田
一は

じ
め（

賀
集
）

◆
兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

赤
松
健け

ん
た
ろ
う

太
郎
（
松
帆
）、
林
和か

ず
ゆ
き幸

（
灘
）、
藤
岡
勝か

つ
へ
い平

（
灘
）、
原
口

和か
ず
よ
し良

（
賀
集
）

　

長
年
、
郷
土
文
化
の
向
上
に
尽

く
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
と
も

し
び
の
賞
」
が
、
竹
本
千
朝
さ
ん

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。竹
本
さ
ん（
神

代
）
は
、
人
形
浄
瑠
璃
や
だ
ん
じ

り
唄
の
指
導
者
と
し
て
、
後
継
者

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
保
護
員
と
し
て
長
年
貢
献

し
、
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
山
口

日
出
夫
さ
ん
（
神
代
）
に
兵
庫
県

知
事
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

1415

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
）

　

様
々
な
分
野
で
長
年
に
わ
た
っ

て
地
域
に
貢
献
し
て
き
た
方
々

に
贈
ら
れ
る
叙
勲
。
元
公
立
小

学
校
長
の
山
本
裕ひ

ろ
し之

さ
ん
（
広

田
）、
保
護
司
の
久ひ

さ
い
た
か
し

井
崇
司
さ
ん

（
神
代
）、
元
特
定
郵
便
局
長
の

船ふ
な
こ
し
せ
い
い
ち

越
靖
市
さ
ん
（
北
阿
万
）
が
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の

祭
典
「
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
お

お
め
で
と
う

市
消
費
者
協
会
が
食
生
活
改
善
を
Ｐ
Ｒ

お
米
を
食
べ
て
、
食
生
活
を
見
直
そ
う

　

十
月
十
九
日
、
さ
く
ら
苑
で
行

わ
れ
た
入
所
者
と
ち
ど
り
保
育
所

園
児
と
の
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

で
、南
あ
わ
じ
市
消
費
者
協
会（
山

下
富
子
会
長
）
が
「
お
い
し
い
ご

は
ん
を
食
べ
よ
う
県
民
運
動
」
の

一
環
で
、
参
加
者
百
二
十
名
に
お

に
ぎ
り
を
振
る
ま
い
ま
し
た
。

　

県
が
推
進
す
る
同
運
動
は
、
市

民
に
健
康
的
な
食
生
活
を
普
及
・

定
着
さ
せ
よ
う
と
平
成
十
五
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
に
ぎ
り
は
、
同
協
会
の
会
員

十
二
人
ら
の
手
作
り
。
地
元
産
米

に
、
梅
や
き
な
粉
、
雑
魚
な
ど

を
入
れ
た
数
種
類
の
お
に
ぎ
り
約

四
百
個
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
手

作
り
の
お
か
ず
と
と
も
に
参
加
者

に
配
ら
れ
、「
お
い
し
い
」
と
言

い
な
が
ら
地
元
の
食
材
を
味
わ
い

ま
し
た
。
山
下
会
長
は
「
子
ど
も

が
洋
食
中
心
に
な
り
、
肥
満
児
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
お
米
を
主

と
し
た
日
本
食
を
食
べ
、
健
康
で

　

十
一
月
五
日
、倭
文
小
学
校（
柏

木
茂
春
校
長
）
で
は
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
緑
風
館
」
入
所
者
を
招
い

て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
や
歌
を
通
し

て
児
童
と
交
流
を
深
め
る
「
ふ
く

ち
ゃ
ん
祭
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
祭
り
は
平
成
六
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
、
今
年
で
十
一
回
目
。

児
童
が
地
域
の
方
々
と
、
ま
た
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
、
思
い
や
り
や

　全日本ホルスタイン共進会が 11月３日から６日まで栃木県で

行われ、市内からは７頭が県を代表して出品されました。安田正

一さん（神代）出品の乳牛が未経産・第４区で優等賞１席に輝き

ました。安田さんは「一緒に出品した方や県・三原酪農など多く

の方々の協力があって、優勝することができました」と喜んでい

ました。また、同大会への出品が５度目になる賀集一裕さん（賀

集）が、多回出品者表彰を受けました。

「女性の集い」を開催婦人会活動の活性化へ
　各地区婦人会活動の活性化と会員同士の交流を目的に、市連合婦人

会（奥井光子会長）が 11月 11 日、西淡公民館で「女性の集い」を

開催し、約 180人の会員が参加しました。奥井会長から「現在、様々

な社会の問題がありますが、みんなで勉強し、地域がよくなるように

力を合わせて頑張りましょう」とあいさつ。その後、漫才師の辻イト

子さんの講演が行われ、辻さんは「女性の方が元気になれば、景気が

良くなり、世の中が明るくなる」と参加者に訴えかけていました。

秋
の
叙
勲
・
市
内
か
ら
３
人
受
章

▲おにぎりをおいしそうに食べる園児たち

▲参加者へ「力を合わせて頑張りましょう」と呼びかける
　奥井会長（左）と辻イトコさん（右） ▲優勝を果した乳牛と安田正一さん

安田さんが部門優勝全日本ホルスタイン共進会で好成績

自
治
功
労
者
が
表
彰
さ
れ
る

▲山本さん

▲オリエンテーリング後のお楽しみ抽選会

▲高齢者と一緒に遊ぶ児童

2005.12.1発行

全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
出
場

湊
幼
稚
園
児
が
湊
排
水
機
場
を
見
学

ご
み
は
、
川
に
捨
て
ま
せ
ん

　

湊
排
水
機
場
は
、
高
潮
時
や
河

川
の
増
水
時
に
洪
水
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
流
域
の
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
施
設
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
し
く
み
や
役
割
を

地
域
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
同
管
理
組
合
（
福
岡
正
次
組

合
長
）
は
十
一
月
二
日
、
湊
幼
稚

園
児
三
十
四
人
を
招
き
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
に
県
が
設
置
し
た

同
施
設
や
防
潮
扉
は
、
地
元
住
民

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
長
や
操
作
員
ら
は
、
潮
位
や

河
川
の
水
位
を
観
察
し
て
、
そ
の

変
化
を
予
想
、
潮
の
干
満
を
考
慮

し
て
、
水
門
の
開
閉
や
ポ
ン
プ
で

排
水
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
操
作
室
か
ら

の
監
視
映
像
や
除
塵
機
の
動
き
を

見
学
し
、
道
路
や
溝
の
ご
み
が
ポ

ン
プ
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

福
岡
組
合
長
は
、「
今
後
も
地

域
住
民
や
小
学
生
ら
を
招
き
、
ま

ち
を
高
潮
や
洪
水
か
ら
守
る
施
設

の
大
切
さ
知
ら
せ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ

て
い
く
と
い
う
も
の
。そ
の
一
つ
、

起
震
車
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

と
同
じ
震
度
七
の
揺
れ
を
体
験
。

年
配
の
人
か
ら
は
「
こ
れ
ほ
ど
大

き
な
揺
れ
だ
っ
た
と
は
」
と
十
年

前
の
恐
ろ
し
い
経
験
を
改
め
て
認

識
し
た
よ
う
で
し
た
。
淡
路
広
域

消
防
職
員
は
「
近
い
将
来
発
生
す

る
と
い
わ
れ
る
東
南
海
地
震
へ
の

備
え
を
十
分
に
し
て
ほ
し
い
」
と

参
加
者
へ
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
入
り
口
で
、
コ
ア

　

市
民
ま
つ
り
秋
祭
り
「
三
原
町

商
工
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が

十
一
月
六
日
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
行
わ

れ
ま
し
た
。当
日
は
雨
天
の
た
め
、

予
定
さ
れ
て
い
た
等
身
大
紙
相
撲

大
会
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
、
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
約
五
千
人
の
親
子

連
れ
ら
が
訪
れ
、
震
災
体
験
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
施

設
内
に
設
け
ら
れ
た
震
災
に
ま
つ

▲操作室からポンプ設備を見学する園児たち

ラ
館
と
七
頭
の
コ
ア
ラ
を
紹
介
す

る
「
コ
ア
ラ
カ
ー
ド
」
が
約
千
組

に
配
布
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

支
え
あ
う
心
を
育
て
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
約
百
五
十
名
の
方

が
数
字
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
や
、
ス

プ
ー
ン
を
使
っ
て
ピ
ン
ポ
ン
球
を

リ
レ
ー
す
る
遊
び
な
ど
の
ゲ
ー
ム

で
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
童
謡
「
ふ

る
さ
と
」
を
手
話
と
歌
で
披
露
し

ま
し
た
。

　

三
倉
佑
哉
君
（
六
年
）
は
「
た

く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
か

っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

長
生
き
で
き
る
体
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」と
参
加
者
へ
話
し
ま
し
た
。

倭
文
小
学
校　

地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
「
ふ
く
ち
ゃ
ん
祭
り
」

市
民
ま
つ
り
秋
祭
り
「
三
原
町
商
工
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
」

雨
の
中
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う

竹た
け
も
と
せ
ん
ち
ょ
う

本
千
朝
さ
ん
に
と
も
し
び
の
賞

▲久井さん▲船越さん

▲大橋さん

▲小松さん

山
口
日ひ
で
お
出
夫
さ
ん
に
知
事
感
謝
状
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情報瓦ばん

市
営
住
宅
入
居
者

◆
対
象　

政
令
月
収
20
万
円
以
下

◆
受
付
期
間　

12
月
５
日
（
月
）

〜
９
日
（
金
）
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
公

開
抽
選
は
12
月
20
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら
西
淡
保
健
セ
ン

タ
ー
和
室

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
☎

37
・
３
０
１
６

※
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
く
ら

し
の
便
利
帳
↓
都
市
整
備
）

○
四
季
の
丘
団
地　
（
阿
万
塩
屋

町
８
５
３
番
地
１
）

▽
募
集
戸
数　

1
戸　

F
棟
4
号

２
階　

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
16
年
度

▽
家
賃
月
額　

２
万
３
千
２
百
円

〜
３
万
８
千
４
百
円

▽
駐
車
料
金　

1
台
に
つ
き
月
額

２
千
５
百
円

○
津
井
団
地
（
津
井
２
７
１
番
地
６
）

▽
募
集
戸
数　

1
戸　

B
棟
１
号

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

昭
和
59
年
度

▽
家
賃
月
額　

１
万
３
千
円
〜

２
万
１
千
５
百
円

○
丸
山
漁
民
住
宅
（
阿
那
賀

１
５
０
６
番
地
1
地
先
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸　

２
０
３
号

　

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

昭
和
56
年
度

▽
家
賃
月
額　

１
万
４
千
円
〜

２
万
３
千
百
円

▽
そ
の
他　

漁
業
法
第
２
条
第
２

項
で
定
め
る
漁
業
者

海
洋
教
育
事
業
B
＆
G

体
験
ク
ル
ー
ズ
（
小
笠
原
諸
島
）

　

ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
財
団
が
開
催
す
る
体
験

ク
ル
ー
ズ
で
、
大
型
客
船
で
小
笠

原
諸
島
父
島
へ
行
き
ま
す
。

▽
期
間　

平
成
18
年
３
月
26
日

（
日
）
〜
３
月
31
日
（
金
）

▽
場
所　

小
笠
原
諸
島
父
島
（
二

見
港
）

▽
対
象
者　

小
学
校
４
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
男
女　

５
０
０
名
（
全
国
よ
り
募
集
）

▽
内
容　

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
、
洋
上
星
空
観
測
、
海
洋
・

自
然
環
境
等
の
学
習
等

▽
参
加
費　

10
万
７
千
円
程
度

（
そ
の
他
費
用
が
掛
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
文

化
振
興
課
☎
37
・
３
０
２
０

ま
た
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
事
業
部

海
洋
教
育
課
☎
０
３
・
５
５
２ 

１
・
６
７
４
３

第
26
代
ク
イ
ー
ン
淡
路

▽
対
象　

淡
路
島
に
在
住
ま
た
は

在
勤
す
る
方
お
よ
び
淡
路
島

出
身
者
か
縁
故
が
あ
る
島
外

居
住
者
で
、
平
成
18
年
４
月
１

日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
未
婚

の
女
性
で
、
次
の
項
目
に
該
当

す
る
方
。
明
る
い
心
の
持
ち
主

で
健
康
で
あ
る
、
あ
る
程
度
の

教
養
と
気
品
を
備
え
て
い
る
、

淡
路
島
の
観
光
や
各
種
産
業

に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
、
平
成

19
年
３
月
ま
で
各
種
行
事
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
。

▽
募
集
人
員　

２
名

▽
募
集
期
間　

12
月
15
日
（
木
）

〜
平
成
18
年
２
月
６
日
（
月
）

▽
問
い
合
わ
せ　

洲
本
市
観
光
協

会
☎
22
・
０
７
４
２

働
く
婦
人
の
家
12
月
講
座

▽
内
容　

ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
に
ト

ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
ケ
ー
キ
を
つ
く
る

▽
日
時　

12
月
23
日
（
金
）、
午

前
の
部
10
時
〜
正
午
、
午
後
の

部
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
費
用　

２
千
円
程
度

▽
申
込
締
切　

12
月
９
日
（
金
）

▽
定
員　

各
部
20
名
※
申
込
順

▽
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家
☎

43
・
２
３
２
６

介
護
教
室 

▽
内
容　

心
の
健
康
づ
く
り

▽
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
講
師　

樋
口
し
げ
こ
保
健
師

（
三
原
健
康
福
祉
事
務
所
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
太
陽
の
家
〕
☎
43
・

３
８
０
３

ろ
う
者
と
聴
者
が
共
に
創
る

人
形
劇
場
の
南
あ
わ
じ
市
公
演

▽
内
容　

耳
の
聞
こ
え
る
者
と
聞

こ
え
な
い
者
が
共
に
創
る
人
形

劇
団
「
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア

タ
ー
・
ひ
と
み
」
の
公
演
で
、

セ
リ
フ
（
音
声
言
語
）
に
頼
ら

な
い
視
覚
で
楽
し
め
る
作
品
で

す
。
作
品
名
は
「
だ
い
じ
ょ
う

ぶ　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時
10
分

▽
会
場　

三
原
公
民
館

▽
参
加
券　

大
人
（
高
校
生
以
上
）

は
１
千
５
百
円
、
子
ど
も
（
４

歳
以
上
）
は
７
百
円
、
親
子
は

２
千
円
（
80
組
限
定
）。
障
害

者
割
引
き
（
介
添
え
者
は
無
料
）

大
人
・
子
ど
も
同
一
３
５
０
円

※
当
日
の
参
加
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ　

と
も
に
生
き
る

町
づ
く
り
実
行
委
員
会
・
阿
部

☎
55
・
０
８
３
０

き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ

見
学
会
と
バ
ザ
ー

▽
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

　

雨
天
決
行

▽
場
所　

神
代
浦
壁
「
き
ら
ら
」

「
ウ
イ
ン
ズ
」

▽
内
容　

淡
路
吹
奏
楽
団
演
奏

会
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
、
バ
ザ

ー
販
売
（
お
菓
子
・
パ
ン
等
）、

喫
茶
・
食
事
コ
ー
ナ
ー

▽
問
い
合
わ
せ　

き
ら
ら
☎
43
・

２
１
５
５
ま
た
は
ウ
イ
ン
ズ

☎
43
・
２
８
１
１

淡
路
島
公
園
で
野
鳥
観
察
会 

▽
内
容　

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
淡

路
島
公
園
で
双
眼
鏡
を
使
っ

て
野
鳥
を
観
察
す
る
。

▽
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
午
前

９
時
、
解
散
12
時

▽
場
所　

県
立
淡
路
島
公
園
（
ハ

イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
前
集
合
）

▽
講
師　

五い
ほ
ろ
い

百
蔵
聡
先
生
（
日
本

野
鳥
の
会
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　

淡
路
島
公
園
管
理

事
務
所
☎
０
７
９
９
・
72
・

５
３
６
６

し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

12
月
11
、
25
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
11
時
30
分
（
１
月

か
ら
毎
週
日
曜
）

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

（
倭
文
庄
田
・
し
づ
お
り
団
地
付
近
）

▽
内
容　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な

野
菜
・
果
物
を
安
値
で
販
売
。

県
・
市
の
地
域
農
業
再
生
事
業

の
一
環
と
し
て
開
催
。

▽
問
い
合
わ
せ　

し
づ
お
り
朝

市
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

h
ttp

://w
w
w
.sh

izu
o
ri.n

et/

asaich
i/

幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー
の

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
安
値
で
販
売
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

目
的
に
開
催

▽
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
・
安
田

安
義
☎
42
・
２
０
４
７

う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

12
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
（
毎
月
第
４
日
曜
）

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
跡
地
）

▽
問
い
合
わ
せ　

福
良
漁
業
協
同

組
合
☎
52 

・
０
０
６
４

な
な
い
ろ
館
周
辺
の
清
掃
美
化

▽
日
時　

12
月
21
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間

　

※
一
般
参
加
歓
迎
。
雨
天
中
止

▽
場
所　

ふ
る
さ
と
活
性
化
セ
ン

タ
ー
「
な
な
い
ろ
館
」
周
辺

▽
集
合
場
所　
「
な
な
い
ろ
館
」

駐
車
場

▽
問
い
合
わ
せ　

南
あ
わ
じ
市
観

光
協
会
☎
36
・
４
０
７
９

兵
庫
労
働
局
よ
り
お
知
ら
せ

◆
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

　

電
気
機
械
器
具
製
造
業
な
ど
９

業
種
の
最
低
賃
金
が
12
月
１
日
か

ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
兵

庫
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
９
業
種
以
外

の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
兵
庫
県
最
低
賃
金
は
、
９
月
30

日
に
時
間
額
６
７
９
円
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
労
災
保
険
未
加
入
の
事
業
主
へ

　
費
用
徴
収
制
度
を
強
化
し
ま
す

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
災
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
１
日
か
ら
、
労
災
保
険
未

加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴

収
制
度
が
強
化
し
て
お
り
、
事
業

主
が
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
を

怠
っ
て
い
た
期
間
中
に
労
災
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
遡
っ
て
保

険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か
に
、
労
災

保
険
か
ら
給
付
を
受
け
た
金
額

の
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
ま
た
は
40

パ
ー
セ
ン
ト
を
事
業
主
か
ら
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
労
働
局
☎

０
７
８
・
３
６
７
・
０
７
９
１

ま
た
は
淡
路
労
働
基
準
監
督

署
☎
22
・
２
５
９
１

　
合
同
労
働
相
談
会

▽
内
容　

休
み
、
給
与
、
解
雇
、

職
場
の
人
間
関
係
な
ど
労
働
に

関
す
る
無
料
相
談
。
労
働
者
の

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
関
わ
る
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
９
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時

▽
場
所　

県
洲
本
総
合
庁
舎
１
階

中
会
議
室

▽
相
談
方
法　

面
接
ま
た
は
電
話

☎
22
・
３
６
０
１
（
専
用
）

▽
問
い
合
わ
せ　

淡
路
県
民
局
商

工
労
政
課
☎
26
・
２
０
８
７
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法律相談（先着８名）
◆内容　市民対象で市顧問弁護士による
◆日時　13日（火）13:30 ～ 16:30
　　　　15日（木）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター１階小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

特設人権相談(12月4～10日は人権週間)
◆内容　市民対象で人権擁護委員による
◆日時　９日（金）13:00 ～ 16:00
◆場所　緑市民センター、西淡庁舎、
　　　　三原市民センター、南淡公民館
◆問い合わせ　市民課☎ 43-5023

就職の悩み相談（キャリアカウンセリング）
◆日時　７、21日（水）13:00 ～ 17:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　淡路しごと情報広場☎22-3601

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）
◆日時　16日（金）9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
（法律相談）
◆日時　９日 (金 )、22日（木）
　　　　ともに 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）☎0120-36-7830

交通事故相談
（淡路市役所本庁舎）
◆日時　8日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0799-64-0001
（県洲本総合庁舎）
◆日時　15日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0120-36-7830

パソコンで対話する法律相談
◆日時　平日毎週木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　20日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　26日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123

あわじ障害者生活支援センター移動相談
場 所 日　時

南淡公民館 ３日(土)13:00～16:00
緑公民館 10日(土)13:00～16:00
西淡公民館 15日(木)13:00～16:00
三原公民館 22日(木)13:00～16:00

◆内容　各種サービス・制度の案内等
◆あわじ障害者生活支援センター
 　☎ 22-5444　F22-5446

12月の無料相談

相　

談

ご
案
内

募　

集



初回トレーニング講習会
　
　トレーニングルームを利用する場合、
初回のみこの講習会を受講していただ
きます

●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６名（完全予約制）
●利用料金　200円（２回目以降）
●講習時間　約１時間30分
※申込みは12月６日（火）午前８時30
分から電話で受付します。☎50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月　日 第1講習
時間

第2講習
時間

12月 10日
（土）

10:30 ～ 14:00 ～

12月 11日
（日）

10:30 ～ 14:00 ～

12月 16日
（金）

13:30 ～ 18:30 ～

エアロビクスダンス
　
　リズムに合わせ楽しく体を動かしなが
ら脂肪を燃焼させ、スタミナアップを
図りませんか？

●受講料　10回 5,000円
　（第１回の講習時にいただきます）
※申込みは、文化体育館☎50-5077

文化体育館「元気の森ホール」講習生の募集

回数 受講日 曜日 時間

第１回 １月10日 火

午後７時

30分～

第２回 １月17日 火

第３回 １月24日 火

第４回 １月31日 火

第５回 ２月　７日 火

第６回 ２月14日 火

第７回 ２月28日 火

第８回 ３月　７日 火

第９回 ３月14日 火

第 10回 ３月 21日 火

まなびの扉

19 18

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
伊加利山村広場☎39-1126
温水プール☎42-4994
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
阿万地区公民館☎55-0046
北阿万地区公民館☎55-0055
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●おばけとしょかん
デイヴィッド･メリング作（評論社）

ある夜、魔女のお話を読
んでいると、明かりが消
えてあやしい影が！本
といっしょに空にとびだ
し、ついたところは「お
ばけとしょかん」。いっ
たいここは、なんなの!?

●あおぞら
  星野　夏著(ポプラ社)

緑公民館図書室☎44-3008

●天国からマグノリアの花を
松野大介著（講談社）

死が迫る彼との契約結婚。
報酬は400万円。病室の
中でしか触れ合えないか
りそめの夫婦の「たった
４ヶ月の結婚」は、真実の
愛になりえるか？変容す
る愛を描いたラブ・ミステ
リー。
●子どものための敬語の本１
　ながたみかこ文・絵（汐文社）
三原図書館☎43-5037

●あのね、サンタの国ではね･･･
嘉納純子文／黒井　健絵（偕成社）

サンタさんって、クリ
スマス以外は何して
いるの？実は、プレゼ
ントを配る日にむけ
て、1年間準備がいっ
ぱいなのです。そんな
サンタの国の1年を、
月ごとにのぞいてみ
ましょう。●からだによく効くお風呂

　の入り方
植田理彦著（池田書店） 西淡公民館図書室☎37-3028

●知っているようで知らないものの順序
ことば探偵団著（幻冬社）

偉い人とタクシーに乗る
ときはどんな順。お焼香は
どんな手順。日本茶はどん
な順で入れたらおいしい。
など順序のうんちく満載。

●たまごねえちゃん
　あきやまただし作・絵
　（鈴木出版）
南淡図書館☎53-0234

 ●12月と年始の図書館カレンダー

              1　 2  3

 4 　 5 　 6   7 　 8   9  10

11　12　13   14　15  16   17

18　19　20   21　22　23　24

 25　26　27   28　29　30  31

  １　 ２ 　３　  ４　 ５ 　６　 ７   

日 月 火 水 木 金 土
～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日
                  月末整理日（平日）、年末年始
※三原図書館は、特別整理（蔵書点検）の
　ため、12月１日（木）～８日（木）まで休館。 ※○はおやすみです

　南あわじ市図書館（室）では、図書
の検索等について、次のサービスを
行っていますのでご利用ください。

◆読みたい本を探すときには
　図書館（室）に設置している「図書検
索機」及びインターネット（南あわじ
市ホームページ）から探すことができ
ます。

◆読みたい本がないときには
　県立図書館等他の図書館からも取
り寄せることができます。また、リ
クエストすることもできますので、
所定の申請書に必要事項をご記入の
うえ、カウンターへお申込みくださ
い。

◆期間　12月15日（木）まで
◆場所　南淡図書館　１階展示室
◆内容　南淡地区の児童生徒による
　　　　作品展示

図書館（室）のサービス案内

ま
な
び
の
扉

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

参
加
者
募
集

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

講
習
会
（
キ
ネ
シ
オ
テ

ー
ピ
ン
グ
の
効
果
と
そ
の
方

法
）
と
実
技
（
フ
ッ
ト
サ
ル
を

し
な
が
ら
キ
ネ
シ
オ
テ
ー
ピ

ン
グ
の
効
果
を
体
験
）。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
先
着
50
人

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
体
育
協

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化
振

興
課
内
）
☎
37
・
３
０
２
０

写
真
展
・
盆
栽
展

◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
写
真
展

▽
期
間　

１
月
11
日
〜
30
日

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
１
階

◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
盆
栽
展

▽
期
間　

１
月
21
日
〜
23
日

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
１
階

◆
問
い
合
わ
せ　

南
あ
わ
じ
市
文
化

団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
内
）
☎
37
・
３
０
２
０

▽
期
間　

12
月
16
日
（
金
）
〜
平

成
18
年
１
月
15
日
（
日
）

　

※
こ
の
機
会
に
直
原
画
伯
の
芸

術
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◆ 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

▽
期
間　

12
月
13
〜
15
日

　

※
展
示
室
入
替
の
た
め

▽
問
い
合
わ
せ　

玉
青
館
☎
36
・

２
３
１
４

第
18
回
天
体
観
測
会

昴ス
バ
ル

と
冬
の
星
座
を
見
よ
う
！

▽
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
問
い
合
わ
せ　

神
代
小
学
校
天

体
観
測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

代
表
・
木
田
徹
☎
０
９
０
・ 

３
６
１
６
・
３
８
２
４

　

１月

シリーズ

　嫁ケ渕遺

跡は下水処

理場建設事

業（賀集立

川瀬）にと

もなって発

見されまし

た。調査区の北端で幅５ｍの蛇行する溝が見つか

り、底から弥生時代前期末（約 2100 年前）の

土器や木製の鍬
くわ

・加工痕のある木材が多く出土し

ました。

　土器の中には、紀伊もしくは阿波産のものや播

磨の影響を受けたものがあり、海を越えての流通

が広く行われていたことが分かりました。

◆問い合わせ　埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

第
7
回
「
若
葉
会
」

▽
内
容　

淡
路
人
形
座
・
素
浄
る

り
勉
強
会
に
よ
る
発
表
。『
義

経
千
本
桜
』
す
し
や
の
段
な

ど
、
四
演
目
を
熱
演

▽
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

６
時
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
入
場
料　

１
千
円
。
チ
ケ
ッ
ト

は
当
日
販
売
（
電
話
予
約
可
）

▽
問
い
合
わ
せ　

淡
路
人
形
浄
瑠

璃
館
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
ま
つ
り

▽
１
月
１
日
午
前
11
時
45
分
〜
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
（
戎

え
び
す
ま
い

舞
、
甘
酒
、
福

豆
振
舞
い
、
天
然
鯛
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
）

▽
１
月
２
日
午
後
７
時
30
分
〜　

人
形
解
説
と
人
形
芝
居
（
壺つ

ぼ
さ
か坂

霊れ
い
げ
ん
き

験
記　

沢さ
わ
い
ち
う
ち

市
内
よ
り
山
の

段
）
※
入
場
料 

１
千
５
百
円

▽
１
月
２
、３
日
午
前
11
時
45
分

〜　

太
鼓
、
獅
子
舞
、
餅
つ
き

▽
１
月
７
日
午
後
３
時
10
分　

桂

文
我
に
よ
る
落
語
と
人
形
芝

居
（
本

ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う

朝
廿
四
孝　

奥お
く
に
わ
き
つ
ね
び

庭
狐
火

の
段
）
※
入
場
料 

２
千
５
百

円
（
入
場
制
限
）
高
校
生
以
上

▽
１
月
８
日
午
後
４
時
10
分
〜

　

人
形
芝
居
（
朝あ

さ
が
お
に
っ
き

顔
日
記　

宿や
ど
や屋

よ
り
大お

お
い
が
わ

井
川
の
段
）、
出

演
：
人
間
国
宝
・
鶴
澤
友
路

と
竹
本
友
喜
美　

※
入
場
料 

１
千
２
百
円

※
座
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
チ

ケ
ッ
ト
は
当
日
販
売
（
電
話
予

約
可
）　

自
由
席

◆
問
い
合
わ
せ　

淡
路
人
形
浄
瑠

璃
館
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

▽
大
展
示
室　

テ
ー
マ
展
示

義よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
だ
い
も
つ
う
ら

経
千
本
桜
大
物
浦
の
段
、

傾け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と
じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

城
阿
波
鳴
門
順
礼
歌
の
段

▽
特
別
展
示
屋　
「
淡
路
人
形
版

画
カ
レ
ン
ダ
ー
展
」（
こ
と
ぶ

き
版
画
同
好
会
に
よ
る
作
品

展
。
１
月
13
日
ま
で

▽
第
２
展
示
室　
「
市い

ち
む
ら
ろ
く
の
じ
ょ
う

村
六
之
丞

座ざ

の

が

け

ご

や

野
掛
小
屋
模
型
」
江え

り
ぐ
ち
ま
さ
る

里
口
勝

氏
作
品
展
示
。
12
月
20
日
（
火
）

ま
で
。「
淡
路
人
形
写
真
展
」
ゆ

ず
る
は
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
に

よ
る
作
品
展
。
２
月
14
日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ 

淡
路
人
形
浄
瑠

璃
資
料
館
☎
43
・
５
０
３
７

玉
青
館

◆
阪
神
・
姫
路
美
術
館
等
合
同
展
覧

会
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
に
行
き
た
い
！

南
あ
わ
じ
市
誕
生
記
念
「
人
の
か

た
ち
・
人
の
い
と
な
み
」
展

▽
期
間　

12
月
11
日
（
日
）
ま
で

◆『
直

じ
き
は
ら
ぎ
ょ
く
せ
い

原
玉
青
先
生 
思
い
出
の
会
』

▽
日
時　

12
月
17
日
（
土
）
午
後

２
時
〜

▽
内
容　

直
原
玉
青
画
伯
（
名
誉

市
民
）
を
偲
ん
で
、
絵
画
作
品

や
映
像
資
料
で
そ
の
画
業
や

人
と
な
り
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

◆
入
館
料
無
料
の
お
知
ら
せ

嫁よ
め

ケが

渕ぶ
ち

遺
跡

５

▼
「
市
村
六
之
丞
座
野
掛
小
屋
模
型
」

　

（
江
里
口
勝
氏
作
）

2005.12.1発行

小・中学校児童生徒の作品展

▲出土した弥生土器
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心のかけはし
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結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日

新宮　　実（八　木）

藤原　俊秀（阿　万）

村松　克彦（　市　）

原田　裕一（北阿万）

榎 本　　 宰（　 市　）

田村　哲志（八　木）

山崎　貴範（阿那賀）

黒田　輝明（福　良）

小林　宜幸（広　田）

山口　智也（五色町）

山中　重典（　湊　）

小林　研太（広　田）

久留米　学（洲本市）

中川　和幸（八　木）

後藤　安宏（潮美台）

正木　秀樹（神　代）

古東知枝子（神　代）

中谷　美咲（松　帆）

岡田　真江（広　田）

郷　奈見子（阿　万）

岡内　彰子（広　田）

山口　鮎美（大阪府）

木場　年香（　湊　）

松本　亜矢（淡路市）

萩野　和代（洲本市）

横内　　歩（五色町）

樋口　美穂（福　良）

橋本佳代子（福　良）

松下　宏美（洲本市）

馬部　文香（八　木）

辻野太恵子（西宮市）

安田　弓美（　灘　）

10月 23日

10月 23日

10月 24日

10月 25日

10月 26日

10月 29日

10月 29日

11 月 １ 日

11 月 １ 日

11 月 １ 日

11 月 ３ 日

11 月 ９ 日

11月 11日

11月 15日

11月 15日

11月 15日

平成17年11月19日までの受付分（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。

赤ちゃん
性
別

保護者 地区 出生日

南　　優
ゆうき

希

竹中　心
このん

音

川添　恭
きょうじ

嗣

村上　茉
ま な

那

前川　紗
さ き

輝

向井　　和
のどか

入江　優
ゆ い

衣

𠮷田　悠
ゆうと

人

長尾日
ひ な の

菜乃

土井　姫
ひめか

歌

以頭　侑
ゆうた

汰

阿部　栞
り こ

子

富永　華
あかり

光

金山ひより

久田　香
か な

奈

亀井　馨
けいと

人

馬部　友
ゆうき

輝

倉本　一
いつき

葵

中川　大
やまと

和

後藤　優
ゆうすけ

介

岸本　苺
まいか

伽

手塚　凛
りんね

音

中嶋　陽
はるき

己

神木　啓
けいし

志

内原　　梗
こう

太田　流
りゅうせい

星

堀田　　花
はな

津波　璃
り お

生

前川　　心
こころ

内原　優
ゆうき

希

下村　悠
はるま

真

岡本　隆
りゅうせい

誠

小坂　希
の の は

果

女

女

男

女

女

男

女

男

女

女

男

女

女

女

女

男

男

女

男

男

女

女

男

男

女

男

女

男

女

女

男

男

女

賢治郎

哲 太

英 人

祥 司

竜 大

幸 一

秀 司

光 宏

雅 史

基 靖

昌 明

忠 義

英 昭

浩 和

純 三

正 博

和 之

篤 史

成 章

和 也

義 雅

和 良

長 己

伸 啓

直 人

晃 良

浄 二

昭 彦

誠

斉

卓 也

康 史

武 史

賀 集

松 帆

福 良

阿 万

広 田

市

阿那賀

広 田

松 帆

賀 集

北阿万

八 木

市

福 良

神 代

松 帆

湊

北阿万

市

松 帆

市

広 田

西宮市

市

松 帆

志 知

松 帆

賀 集

志 知

津 井

湊

神 代

松 帆

８月 31 日

９月 28 日

10 月 ８ 日

10 月 ９日

10月11日

10月12日

10月16日

10月18日

10月19日

10月20日

10月20日

10月20日

10月20日

10月21日

10月21日

10月23日

10月24日

10月24日

10月24日

10月29日

10月29日

10月28日

10月28日

10月31日

11 月 １ 日

11 月 ２日

11 月 ４日

11 月 ６日

11 月 ７日

11 月 ７日

11 月 ８日

11 月 ９日

11月10日

出生

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 

2005.12.1発行

　
「
第
五
十
五
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
・
南
あ
わ
じ
市
小
・
中
学
生
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
」
中
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞
受
賞

作
品
か
ら

『
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動
』

　
　
　

松
谷　

未
和
子
（
辰
美
中
三
年
）

　

私
の
住
ん
で
い
る
南
あ
わ
じ
市
に
は
、

「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
大
人
の

人
達
が
、
子
供
達
に
声
か
け
を
し
た
り
、

常
に
、
見
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
を

持
っ
て
い
て
、
私
の
父
と
母
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
歩
い
て
五
分
位
の
と
こ

ろ
に
、
小
学
校
が
あ
っ
た
の
で
、
朝
、
小

学
生
の
登
校
時
に
は
、「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
い
う
、
大
人
の
人
達
の
声

が
よ
く
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
小
学
生
の

子
供
達
も
、
元
気
に
、「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
、
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
、
中
学
校
の
通
学
の
時
に
は
、
大

人
の
人
に
会
う
と
、
必
ず
、
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
ま
す
。
た
だ
あ
い
さ
つ
を
し
て

も
、
て
い
ね
い
に
、
返
し
て
く
れ
る
人
と
、

知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
母
に
言
う
と
、
母
は
、「
お
年

寄
り
だ
っ
た
ら
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。
返
し
て
く
れ
な

く
て
も
、
あ
い
さ
つ
は
必
ず
し
な
さ
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。
私
も
自
転
車
通
学
で
、

朝
は
と
て
も
急
い
で
い
る
の
で
、
あ
い
さ

つ
を
し
て
も
、
す
ぐ
通
り
過
ぎ
ま
す
。
し

か
し
、
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
も
ら
う
と
、

す
ご
く
う
れ
し
く
て
、
朝
か
ら
と
て
も
気

分
が
い
い
で
す
。
大
人
の
人
達
も
、
学
生

か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
ら
う
と
、
う
れ

し
い
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。「
自
分

が
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
こ
と
は
、
他

人
も
う
れ
し
い
け
ど
、
い
や
な
こ
と
は
、

相
手
も
い
や
だ
と
思
う
よ
。」
と
言
い
ま

す
。
だ
か
ら
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ

つ
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
の
間
で
も
、
う
ち
は
よ
く
あ
い
さ

つ
を
す
る
方
だ
と
思
い
ま
す
。
朝
起
き
て

き
て
も
、
兄
も
妹
も
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん

私
も
、「
お
は
よ
う
」と
父
や
母
に
言
う
し
、

父
や
母
も
「
お
は
よ
う
」
と
返
し
て
く
れ

ま
す
。

　

私
が
小
学
生
の
時
、「
た
だ
い
ま
」
と

学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
声
で
、
母
は
、
今

日
は
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
か
、
何
か
い
や

な
こ
と
が
あ
っ
た
な
と
か
、
わ
か
る
そ
う

で
す
。
ち
ょ
っ
と
、
静
か
な
声
だ
っ
た
り

す
る
と
、
必
ず
、「
今
日
は
、
何
か
あ
っ

た
ん
？
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

ひ
と
つ
で
、
心
の
中
が
わ
か
る
な
ん
て
、

す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
、

あ
い
さ
つ
は
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

今
、
近
く
の
小
学
校
は
、
閉
校
に
な
り
、

小
学
生
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
朝
も
、
通
学
し
て
い
る

小
学
生
の
姿
を
見
る
こ
と
も
な
い
の
で
、

家
の
回
り
は
静
か
で
す
。
し
か
し
、
大
人

の
人
達
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
声
は
以
前
と

変
わ
ら
ず
、
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
あ
い
さ

つ
ひ
と
つ
で
、
地
域
が
明
る
く
な
り
、
人

も
明
る
く
な
る
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
ま

さ
に
あ
い
さ
つ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
と
人
が
、
声
ひ
と
つ
で
ふ
れ
合
っ

て
、
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
声

を
か
け
合
う
だ
け
で
、
明
る
く
な
る
。
全

て
の
大
人
や
子
供
が
、
あ
い
さ
つ
す
る
こ

21

ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ

 

子
ど
も
の
気
持
ち
を

 

受
け
止
め
て

●人　口 54,355人（前月比－45人）
　（男）　 26,238人（前月比－27人）
　（女）　 28,117人（前月比－18人）
●世帯数 18,041世帯（前月比－1世帯）

※平成17年11月1日現在

ま
ち
の
動
き

 

▲
親
子
で
み
か
ん
狩
り 　

   

（
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
）

と
を
心
が
け
た
ら
、
社
会
は
も
っ
と
明
る

く
な
る
し
、
い
や
な
犯
罪
や
虐
待
も
き
っ

と
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

近
所
に
、
ち
ょ
っ
と
で
も
変
な
行
動
を

し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け

た
り
、
お
年
寄
り
の
人
や
、
一
人
暮
ら
し

の
人
に
も
話
し
か
け
て
あ
げ
た
り
、
そ
れ

だ
け
で
社
会
は
変
わ
る
ん
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

家
の
中
に
お
い
て
も
、
会
話
の
な
い
家

庭
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
も
す
ぐ
に

自
分
の
部
屋
に
入
り
、
両
親
と
も
あ
ま
り

話
さ
な
い
子
供
も
多
く
い
る
そ
う
で
す
。

　

父
や
母
が
子
供
の
頃
は
昭
和
の
時
代

で
、
自
分
の
部
屋
も
な
く
、
子
供
は
日
が

暮
れ
る
ま
で
外
で
遊
び
、
家
族
全
員
で
ご

飯
も
食
べ
、
犯
罪
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
と

聞
き
ま
す
。
い
つ
か
ら
、
今
の
よ
う
な

恐
い
社
会
に
な
っ
た
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。
学
校
帰
り
の
小
学
生
が
、
連
れ
去
ら

れ
る
事
件
が
あ
っ
た
り
し
て
、
外
で
遊
ん

だ
り
、
一
人
で
通
学
し
た
り
す
る
こ
と

が
危
な
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
何
か
、
人
と
人
が
関
わ
り
合
い
を
持

つ
の
が
み
ん
な
い
や
で
、「
人
は
人
、
自

分
は
自
分
」
と
考
え
る
人
が
多
く
な
っ

た
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
社
会

に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
い
さ
つ
や
声
か

け
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
ん
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

大
人
、
子
供
関
係
な
く
、
全
て
の
人
々

が
あ
い
さ
つ
を
し
合
っ
た
り
、
声
を
か
け

合
っ
た
り
す
れ
ば
、
犯
罪
も
き
っ
と
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
の
気
持

ち
も
明
る
く
な
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
楽

し
い
と
思
え
る
日
々
を
過
ご
せ
る
と
思
い

ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
こ
れ
は
、

今
の
社
会
に
は
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
私
は
い
ま
ま
で
通
り
あ
い
さ
つ
を
し

て
、
社
会
を
少
し
で
も
明
る
く
し
た
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
い
つ
も
、
単
に
感
じ

た
こ
と
を
言
っ
た
だ
け
な
の
に
、

そ
れ
を
認
め
て
も
ら
え
な
い
ど
こ

ろ
か
、
叱
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

よ
う
で
す
。
大
人
の
勝
手
な
解
釈

で
、
子
ど
も
を
否
定
ば
か
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
大
人
も
「
自
分
の
言
っ

て
い
る
こ
と
を
共
感
し
て
ほ
し

い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
も
同
じ
で
す
。
相
手
が
子
ど

も
だ
か
ら
な
お
さ
ら
、
言
う
こ
と

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
余
計

な
こ
と
は
言
わ
ず
、
ま
ず
は
認
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
は

そ
れ
だ
け
で
十
分
に
満
足
し
、
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
す
。

　

親
子
の
信
頼
関
係
も
こ
ん
な
と

こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。（
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
み
ど
り　

林　

薫
）



広報 

　

年
々
、
肥
満
、
高
脂
血
（
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
）、
高

血
糖
と
診
断
さ
れ
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

肥
満
に
加
え
て
、
高
血
圧
、
高

脂
血
、
高
血
糖
を
複
数
併
せ
持
つ

状
態
の
こ
と
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
い
、
心
臓

病
や
脳
卒
中
な
ど
の「
循
環
器
病
」

の
主
因
で
あ
る
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
が
落
と
し
穴

　

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心

臓
病
を
発
症
し
た
人
が
、
動
脈
硬

化
の
危
険
因
子
を
ど
の
程
度
も
っ

て
い
た
か
を
調
べ
た
研
究
で
、「
肥

満
、
高
血
圧
、
高
脂
血
、
高
血
糖
」

の
四
つ
の
危
険
因
子
が
ま
っ
た
く

な
い
人
の
心
臓
病
が
起
こ
る
危
険

度
を
１
と
し
た
と
き
、
危
険
因
子

を
一
つ
も
っ
て
い
る
人
の
危
険
度

は
約
五
倍
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
三

つ
以
上
に
な
る
と
そ
の
危
険
度
は

約
三
十
六
倍
に
も
の
ぼ
っ
た
の
で

す
。
し
か
も
、
病
気
が
発
症
す
る

ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
因
子
は

ご
く
軽
度
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

も
し
も
健
診
で
検
査
の
値
が
明

ら
か
に
異
常
が
あ
れ
ば
改
善
や
治

療
に
つ
と
め
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、「
ち
ょ
っ
と
高
め
」

ぐ
ら
い
で
は
気
に
し
な
い
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

動
脈
硬
化
は
そ
こ
で
静
か
に
進
行

し
て
い
た
の
で
す
。

突
き
詰
め
れ
ば
原
因
っ
て
い
っ
た

い
ど
こ
に
あ
る
？

　

原
因
の
大
き
な
要
素
を
占
め
て

い
る
の
は
、「
過
栄
養
」
と
「
運

動
不
足
」
で
す
。
さ
ら
に
タ
バ
コ

は
高
血
圧
と
関
係
し
て
動
脈
硬
化

を
促
進
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
長
年

培
っ
て
き
た
不
健
康
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
作
り
出
し
て
い
る
の
で

す
。
ま
ず
は
、
食
事
と
運
動
と
い

っ
た
生
活
習
慣
の
見
直
し
か
ら
は

いきいき健康生活
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

12月  4日（日） 穀 内 純 江 医師 友 清 隆 一 郎 医師
12月11日（日） 橋 田 友 孝 医師 大 鐘 稔 彦 医師
12月18日（日） 馬 部 樹 也 医師 日 笠 久 美 医師
12月23日（金） 福 原 正 博 医師 真 野 博 文 医師
12月25日（日） 赤 池 賢 次 郎 医師 宮 崎 美 枝 医師
12月31日（土） 大 森 弘 之 医師 鈴 木 俊 示 医師
１月  １日（日） 穀 内 勇 夫 医師 平 山　　 毅 医師
１月  ２日（月） 畑 田 卓 也 医師 田 中 一 宏 医師
１月  ３日（火） 柴 田 亮 平 医師 富 本 喜 文 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

12月の健康カレンダー

2005.12.1発行

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
1 木 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 ふ く ら 荘
2 金 いずみ会南淡支部研修会   9:30～12:00

南淡福祉保健センター
5 月 老 人 い き い き 教 室   9:30～12:00

6 火 住 民 健 康 相 談 10:00～11:00 生きがい総合センター

7 水 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00

南淡福祉保健センター
8 木 ヘルシークッキング教室   9:30～12:00
12 月 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30

13 火
糖 尿 病 相 談   9:30～11:00

ダ ン ベ ル 教 室 13:30～15:00

14 水 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 北阿万農村環境改善センター

15 木
沼 島 い き い き 教 室   9:30～11:00

沼島総合センター
愛 育 班 研 修 会   9:30～11:00

16 金 訪問リハビリテーション 16:00～17:00 阿 万 地 区
19 月 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30 南淡福祉保健センター
22 木 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 仁 尾 荘

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所

5 月
成 人 健 康 相 談   9:00～11:30 緑老人福祉センター

ダンベル体操＆エアロビクス教室 13:30～15:00 緑保健福祉センター
6 火 神道老人クラブ健康相談 13:30～15:00 神道集落センター
7 水 い き い き 教 室 13:30～15:30 緑保健福祉センター
9 金 大丸老人クラブ健康相談   9:30～11:00 大 丸 公 会 堂
12 月 成 人 健 康 相 談   9:00～11:30 し づ お り 館

13 火
足元げんき教室（午前クラス）   9:30～11:30

緑保健福祉センター

足元げんき教室（午後クラス） 13:30～15:30
14 水 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30

19 月
糖 尿 病 相 談   9:00～11:30
ダンベル体操＆エアロビクス教室 13:30～15:00

21 水 い き い き 教 室 13:30～15:30

27 火
足元げんき教室（午前クラス）   9:30～11:30

足元げんき教室（午後クラス） 13:30～15:30

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
1 木 健 康 相 談 10:00～11:00 万 松 園

5 月 〃 13:30～15:00 西淡保健センター

7 水 〃 13:30～15:00 湯 の 川 荘

8 木 健 康 大 学 10:00～11:00 万 松 園

14 水
簡単・おいしいお菓子教室 10:00～12:00 松帆活性化センター

リ ハ ビ リ 教 室 12:00～16:00
西淡保健センター

19 月 ヘルシースリム教室 13:30～15:00

21 水
ザ ☆ 男 の 料 理 教 室 10:00～12:00 松帆活性化センター

足 腰 お 達 者 教 室 13:30～15:00 湯 の 川 荘

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
1 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15

三原保健センター

5 月
健 康 相 談   9:00～11:00
転 ば ぬ 教 室

13:30
リ ハ ビ リ 教 室

15 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15

19 月
健 康 相 談   9:00～11:00
お 達 者 教 室 13:30

20 火 食生活改善教室＆男の料理教室 10:00
26 月 個別健康教室（ヘルスアップ教室）   9:00

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成14年9月・15年3月生）

6 火 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 15年 9月生）
2 金 13:15 ～ 13:30

母親学級（前期） 8 木 13:30 ～ 14:00
コアラ教室 22 木   9:30 ～ 11:00

育児相談
（平成16年 10月生・
平成17年 5月生）

1 木 13:30 ～ 14:30 緑保健福祉センター
7 水 〃 三原保健センター
12 月 〃 西淡保健センター
21 水 〃 南淡福祉保健センター

１歳６か月児健康診査
（平成16年 5月・6月生）

9 金 13:30 ～ 13:45 南淡福祉保健センター
13 火 〃 緑保健福祉センター
14 水 〃 三原保健センター

10か月児健康診査
（平成17年 2月生）

16 金 13:30 ～ 13:45 南淡福祉保健センター
20 火 〃 西淡保健センター
21 水 〃 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成17年 8月生）

22 木 13:30 ～ 13:45 三原保健センター
26 月 〃 南淡福祉保健センター
27 火 〃 緑保健福祉センター

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師
12月  4日（日） 平 山　　 毅 医師
12月11日（日） 田 中 一 宏 医師
12月18日（日） 植 村 幹 二 郎 医師
12月23日（金） 坂 口 実 奈 子 医師
12月25日（日） 田 中 一 宏 医師
12月31日（土） 平 山　　 毅 医師
１月 １日（日） 田 中 一 宏 医師
１月 ２日（月） 植 村 幹 二 郎 医師
１月 ３日（火） 坂 口 実 奈 子 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

※受診前に電話をおかけください（☎23ｰ2700）
※担当医は都合により変更になることもあります

町
ぐ
る
み
健
診
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〜
健
診
結
果
を
暮
ら
し
に
生
か
し
て
健
や
か
に
〜

要観察
要精密検査
　４８.８％
　(4,570人 )

要医療
要継続医療
　４４.３％
　（4,164人 )

異常認めず
　 ６.９％
    (644 人 )

献血のお知らせ
日 曜日 受付時間 場　　所

9 金
10：30～ 12：00 農村環境改善センター

（北阿万地区公民館）13：00～ 15：30

12 月 11：30～ 15：30 三 原 公 民 館

じ
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
健

康
に
関
す
る
各
種
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
健
診
結
果
を
生
か
す

た
め
に
も
、
お
気
軽
に
保
健
セ
ン

タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

生
活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

　

現
在
、
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
個

別
健
康
教
室
と
し
て
、
健
診
の
結

果
、
医
療
機
関
で
の
治
療
は
必
要

で
は
な
い
も
の
の
食
生
活
や
運
動

な
ど
の
指
導
が
必
要
な
方
（
要
観

察
）
に
対
し
て
、
約
半
年
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
保
健
師
と
栄
養

士
が
個
別
に
生
活
習
慣
改
善
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
法
に
よ
り
、
多
く
の
方

が
検
査
値
を
下
げ
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

※適正体重を維持しましょう

※適正体重を維持しましょう
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季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 
豚肉とにんじんのシュウマイ（４人分）

　　　【材　料】

豚ひき肉　　３００ｇ
にんじん　　　大1本
こしょう            少々
しょうが汁 　大さじ1
酒　　　　　大さじ1
しょうゆ　 　大さじ1
塩        小さじ1／２
卵白　　　　　1個分
片栗粉　　　大さじ3
ごま油　　　大さじ1
しゅうまいの皮　　24枚

　　　　　　【作り方】

① にんじんは短いせん切りにする。
② ひき肉にこしょう、しょうが汁、酒、しょ
うゆ、塩を順に加え、そのつど混ぜる。
③ 卵白で片栗粉を溶き、②に加えて混ぜ
る。にんじんも加え、ごま油を加えて
混ぜる。
④ しゅうまいの皮に③のあんをのせて包
み、蒸気の上がった蒸し器に並べて、
強火で約15分蒸す。

（エネルギー　250kcal ）

まちを彩る花
公園島あわじ 

　

十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て

白
や
黄
色
の
可
憐
な
花
を
咲
か
す

の
じ
ぎ
く
は
、
兵
庫
県
の
花
と
し

て
、
昭
和
二
十
九
年
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

の
じ
ぎ
く
は
海
洋
性
の
植
物
で

あ
る
た
め
、
海
沿
い
の
崖
地
な
ど

の
日
当
た
り
の
よ
い
傾
斜
地
で
繁

殖
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
電

で
ん
し
ょ
う
ぎ
く

照
菊
な
ど
観
賞
用

の
菊
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
野
生
に
咲
く
こ
の
菊

も
ま
ち
を
彩
る
花
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

の
じ
ぎ
く

イ
ラ
ス
ト
大
募
集

　

来
年
十
月
一
日
開
催
の
「
の

じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
は
ば
タ
ン
」

の
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
者
に
は
も
れ
な
く
「
は

ば
タ
ン
」
グ

ッ
ズ
を
差
し

上
げ
ま
す
。

何
が
も
ら
え

る
か
は
お
楽

し
み
。
作
品

は
南
あ
わ
じ

市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で

公
開
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

1
人
３
点
ま

で
。
サ
イ
ズ
は
A
４
以
下
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
明
記

の
上
、
ハ
ガ
キ
か
封
書
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り　

12
月
16
日（
金
）

▽
応
募
先　

〒
６
５
６
・
０
５ 

９
２　

南
あ
わ
じ
市
福
良

甲
５
１
２
番
地　

南
あ
わ

じ
市
企
画
部
国
体
推
進
室

イ
ラ
ス
ト
募
集
係

は
ば
タ
ン
メ
ダ
ル
！

　

十
月
十
五
日
（
土
）、
三
原

健
康
広
場
で
「
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
運
動
会
」
が
行
わ
れ
、

「
は
ば
タ
ン
レ
デ
ィ
」
二
人
が

応
援
に
駆
け
つ
け
、
参
加
者
と

一
緒
に
は
ば
タ
ン
ダ
ン
ス
を
踊

っ
た
り
、
各
種
競
技
を
元
気
良

く
応
援
し
た
り
と
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
手
づ

く
り
の
は
ば
タ
ン
メ
ダ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

は
ば
タ
ン 

か
ら
の 

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

広報 

 

 

国
体
推
進
室

国
体
だ
よ
り　
第
11
号

▲もれなくもらえる「はばタン」グッズ

▲はばタンレディから子どもたちへ
　特製メダルをプレゼント

▲道端に咲くのじぎく（福良・かるも）
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